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は

じ

め

清
代
に
お
い
て
首
都
が
お
か
れ
た
ゆ
え
に

「
畿
輔
」

と
さ
れ
た
直
隷
省
に
は
、

嘉
正
期
か
ら
乾
隆
期
に
か
け
て
、

枇
舎
の
安
定
と
豊
か
な
財

政
版
況
の
な
か
で
清
朝
の
鈴
力
が
十
分
に
投
下
さ
れ
、

枇
命
日
資
本
の
整
備
が
急
速
に
進
ん
だ
。
例
え
ば
、

明
代
に
お
い
て
は
永
定
河
の
治
水
は

事
(
貫
上
放
置
さ
れ
て
い
た
が
、
清
代
の
康
照
期
中
葉
に
初
め
て
堤
防
建
設
が
さ
れ
た
後
、
羅
正
期
に
は
精
綴
な
治
水
シ
ス
テ
ム
が
形
成
さ
れ
、



(
1
)
 

さ
ら
に
乾
隆
初
期
に
は
そ
の
シ
ス
テ
ム
の
適
切
な
運
用
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
落
正
・
乾
隆
期
に
は
昔
田
策
を
中
心
と
し
た
畿
輔
水
利
事
業
が

行
わ
れ
た
が
、
こ
の
事
業
は
、
華
北
自
給
に
よ
る
江
南
の
負
捨
軽
減
と
い
う
目
的
で
は
な
く
、
む
し
ろ
清
朝
の
帝
園
瞳
制
の
経
済
的
根
幹
を
支

(
2
)
 

え
る
「
南
糧
北
調
瞳
制
」
の
安
定
下
、
も
っ
ぱ
ら
直
隷
省
の
民
生
安
定
・
農
業
生
産
力
向
上
と
い
っ
た
、
再
開
設
の
覗
酷
か
ら
進
め
ら
れ
た
。

(
3
)
 

近
年
、
明
清
期
の
畿
輔
地
域
の
治
水
・
水
利
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
森
田
明
氏
、
田
口
宏
二
朗
氏
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、
研
究
は
進
展
し
つ

つ
あ
る
。
本
稿
は
こ
れ
ら
の
成
果
を
継
承
し
、
具
瞳
的
に
は
乾
隆
前
期
(
乾
隆
三
十
年
前
後
ま
で
)
の
清
代
の
子
牙
河
水
系
の
治
水
・
水
利
の
問

(
4
)
 

題
に
焦
貼
を
あ
て
る
こ
と
に
よ
り
、
清
代
直
隷
省
に
お
け
る
行
政
と
一
枇
舎
の
連
閥
、
お
よ
び
そ
の
特
質
を
、
現
買
に
行
わ
れ
た
治
水
・
水
利
行

政
の
展
開
か
ら
見
る
、
と
い
う
筆
者
の
こ
れ
ま
で
の
課
題
を
さ
ら
に
進
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
さ
ら
に
も
う
一
つ
の
課
題
を
設
定
し
た
い
。
そ
れ
は
清
朝
の
治
水
・
水
利
を
め
ぐ
る
政
治
過
程
を
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
清
朝
の

(
5
)
 

政
策
過
程
お
よ
び
権
力
過
程
の
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
筆
者
は
こ
れ
ま
で
の
論
考
に
お
い
て
、
貨
幣
な
ど
の
「
経
済
」
的
事
象(

6
)
 

と
し
て
一
般
に
は
み
な
さ
れ
る
素
材
を
扱
い
な
が
ら
、
(
貫
際
に
は
政
策
的
側
面
・
行
政
手
績
き
的
な
側
面
か
ら
の
分
析
に
比
重
を
お
い
て
き
た
。

71 

本
稿
で
も
や
は
り
政
策
史
的
規
鈷
を
強
調
す
る
が
、
特
に
以
下
の
二
期
に
着
目
し
た
い
。
そ
れ
は
、
①
長
期
的
な
政
策
の
壁
化
と
②
政
策
決
定

過
程
に
現
れ
る
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。
①
に
つ
い
て
は
、
経
済
的
な
背
景
や
一
吐
舎
思
想
と
の
連
闘
の
中
で
治
水
政
策
が
ど
の
よ
う
に
嬰
化
し
た
の

か
を
賓
置
す
る
の
が
具
躍
的
な
作
業
と
な
る
。
②
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
は
皇
帝
を
頂
貼
と
し
た
官
僚
制
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
中
で
、
清
朝
の

治
水
・
水
利
の
政
策
決
定
が
い
か
に
な
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
賓
誼
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
且
ハ
躍
的
な
政
策
か
ら
パ
タ
ー
ン
を

分
析
す
る
こ
と
は
、
「
則
例
』
な
ど
の
政
書
類
に
よ
る
静
態
分
析
で
は
見
え
に
く
い
制
度
の
動
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
有
放
な
作
業
で
あ

る
と
考
え
る
。

71 
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子
牙
河
の
概
要

(
1
)
 
河

川

の

概

要

本
土
早
で
は
ま
ず
子
牙
河
の
概
要
を
押
さ
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

子
牙
河
は
直
隷
省
の
五
大
河
川
(
永
定
河
・
南
運
河
・
北
運
河
・
大
清
河
お
よ
び
子
牙
河
)
の
一
つ
で
あ
る
。
狭
義
に
は
涛
花
河
と
淫
陽
河
と
い

う
二
つ
の
河
川
の
合
流
地
貼
よ
り
下
流
を
い
う
。
涛
花
河
は
大
行
山
脈
中
の
山
西
省
繁
峠
牒
に
源
を
設
し
、
五
霊
山
の
山
麓
を
一
巡
し
て
直
隷

省
正
定
府
に
入
る
。
そ
の
後
正
定
府
城
の
南
を
通
り
、
束
鹿
牒
・
深
州
を
経
過
し
て
翼
州
附
近
で
溢
陽
河
と
合
流
す
る
。
支
流
は
少
な
い
。

方
、
溢
陽
河
は
数
多
く
の
支
流
か
ら
な
る
。
淫
陽
河
本
流
と
さ
れ
る
河
川
は
属
平
府
磁
州
に
設
し
、
間
部
牒
等
を
経
て
順
徳
府
任
牒
の
大
陸
淳

と
い
う
遊
水
池
の
束
を
通
り
、
大
陸
浮
か
ら
で
る
鶏
爪
河
と
合
流
し
、
趨
州
直
隷
州
寧
耳
目
隠
に
あ
る
や
は
り
遊
水
池
の
寧
菅
泊
の
束
を
通
り
、

寧
耳
目
泊
か
ら
で
る
謹
河
と
合
流
、
そ
し
て
涛
沌
河
と
合
流
す
る
。
合
流
後
は
、
北
流
し
て
天
津
に
至
り
北
運
河
か
ら
海
河
に
合
流
し
、
激
海
湾

(
7
)
 

に
注
ぐ
。

73 

子
牙
河
は
流
路
の
嬰
化
が
多
く
、
地
固
に
お
け
る
河
遁
確
定
は
難
し
い
作
業
で
は
あ
る
が
、
主
と
し
て
方
観
承
『
畿
輔
義
倉
圃
』
(
乾
隆
十
八

年
刊
)
に
基
づ
く
も
の
を
乾
隆
前
期
の
子
牙
河
流
域
固
と
し
て
代
表
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
い
。
(
地
園
1
参
照
)

地
固
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
直
隷
省
中
南
部
の
非
常
に
多
く
の
州
牒
が
こ
の
河
川
系
に
関
わ
る
。

(
2
)
 
子
牙
河
の
性
格

清
代
直
隷
省
の
治
水
の
性
格
を
規
定
す
る
河
川
の
性
質
の
共
通
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
拙
論
を
含
め
先
行
研
究
が
多
く
言
及
し
て
い

73 

る
の
で
屋
下
に
屋
を
架
す
こ
と
は
し
な
い
。
要
約
す
れ
ば
、
河
道
が
大
行
山
脈
束
麓
の
扇
服
地
か
ら
河
北
平
原
に
出
る
際
に
河
床
勾
配
が
急
激
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子牙河職官表

官名 管轄(子牙河に関するもののみ) 備考

分jSK~青j可i1í: 裁家橋以上の i涛it~司のj可道・堤工、轄厩ー
潅王十一年より保定・

正定府の1日J務を管轄

正定府通'f'1j 葉州・深州・束嵐燃の淳i'E?可河i1i:

天津逼 戒家橋以下の子牙河のi可逼・堤工、轄廊二・汎六

河開府河捕周知 献J孫・河開豚の河這、県草不・主簿・巡検に分轄

献際主簿 裁家橋以上の東岸三三十五里および西岸二十七里、

減家橋以下部家馬坊まで東岸四十 里、西告三十九里

河問県主将丞 子牙河西岸献豚蓋家荘から大城!際畑村の六十六里 乾隆六年まで爾岸を管轄

景河鎮;割合 子牙河東岸献豚蓋家荘から大城県菜畑村の六十六旦 乾隆六年設置

子牙河通手:Ij 経管子牙和rJiロrH亘、州同・豚丞・把将、を管轄

覇州州同 了見河西岸の千里長堤・贋安横堤、束岸の南大提

大城県草原系丞 子牙iTJ西岸の千里長堤、格淀大提

西汎把縮、 了見正河、格淀大提、格大提

大名逗 順徳.n寅平府扇のi釜陽河河遁堤工

度平府管j可同知 府属のj釜陽i可i可遁

川良徳府管河川知 ){f属のi釜陽河、隆平・~菅地方南北二泊の各河道

(表)

に
小
さ
く
な
る
こ
と
、
ま
た
、
海
河
水
系
の
河
川
の
ほ
と
ん
ど
全

(
8
)
 

て
が
天
津
一
個
所
に
集
中
す
る
こ
と
、
こ
の
二
貼
と
な
る
。
扇
状

地
河
川
は
一
般
に
土
砂
含
有
量
が
多
く
、
天
井
川
と
な
り
や
す
い
。

ま
た
洪
水
時
に
は
急
流
と
な
り
、
堤
防
内
に
溢
水
し
多
大
の
被
害

を
も
た
ら
す
。
子
牙
河
も
こ
の
よ
う
な
性
格
を
持
つ
河
川
で
あ
り
、

「
子
牙
河
は
溢
陽
河
・
涛
花
河
の
下
流
で
、
泥
砂
を
多
く
含
み
、

(
9
)
 

堆
砂
し
や
す
い
」
と
い
う
記
述
は
そ
の
典
型
的
な
も
の
で
あ
る
が
、

賓
は
こ
の
こ
と
は
主
と
し
て
津
花
河
の
問
題
で
あ
る
。
以
下
に
淳

出
河
に
閲
す
る
同
時
代
の
認
識
に
つ
い
て
列
記
す
る
。

74 

出典:王如鑑『畿輔河防備考』巻四，子牙i可，官汎

-
涛
沌
河
は
、
源
は
遠
く
流
域
は
長
い
。
濁
行
し
て
海
に
流
れ
、

堤
防
の
決
壊
や
土
砂
の
堆
積
が
お
こ
り
や
す
い
。
河
遁
・
河

流
の
費
化
が
多
く
、
古
く
か
ら
そ
の
こ
と
を
患
い
と
し
て
い

(
日
)

る
o

(
奏
摺
)

(
涛
花
河
の
)
直
隷
地
方
の
流
域
は
七
七
六
里
で
あ
り
、

そ

の
河
遁
・
河
流
の
饗
化
が
多
い
。
(
同
治
「
霊
五
百
豚
志
』
巻
一

地
理

津
花
河
は
山
西
繁
峠
に
源
を
設
す
る
。
あ
る
と
き
は
南
流
し

あ
る
と
き
は
北
流
す
る
な
ど
、
そ
の
河
遁
・
河
流
の
愛
化
が

常
に
生
ず
る
賦
況
で
あ
る
。
(
道
光
『
深
州
直
隷
州
志
』
巻



地
輿
志
)

-
一
鐸
沌
河
は
吾
が
邑
に
お
い
て
は
、
小
舟
運
航
の
利
は
あ
る
が
、
常
に
氾
濫
潰
決
の
害
を
受
け
る
。
思
う
に
太
行
山
脈
以
東
は
、
地
勢
に
よ

り
水
勢
は
端
急
と
な
り
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
水
量
調
節
の
役
割
を
も
っ
湖
泊
が
無
く
、
流
路
を
限
定
す
る
山
脈
が
無
い
。
よ
っ
て
泥
沙
が

沈
澱
し
河
這
は
土
砂
堆
積
し
や
す
く
、
破
岸
決
堤
し
や
す
い
の
は
自
然
の
理
で
あ
る
。
(
民
岡
『
藁
城
豚
郷
土
地
理
』
涛
沈
河
後
)

-
涛
花
河
の
水
の
性
質
は
横
溢
暴
慌
で
、
ー
に
濫
・
積
瞭
・
場
沙
の
三
つ
の
害
が
あ
る
。
(
光
緒
「
束
鹿
豚
志
』
巻
一
、
河
渠
)

子
牙
河
の
上
準
は

一
つ
は
溢
陽
河
、

一
つ
は
湾
出
河
で
あ
る
。
澄
陽
河
は
:
:
:
寧
音
泊
以
上
の
溢
水
の
経
過
す
る
各
牒
は
、
流
れ
を
引

い
て
栢
を
種
え
て
お
り
、
等
し
く
河
の
潤
い
に
あ
ず
か
っ
て
い
る
が
、
水
が
戚
家
橋
を
過
ぎ
る
と
地
勢
は
南
高
北
下
と
な
り
、
一
将
花
の
端

惇
の
流
れ
に
よ
り
そ
の
勢
い
は
温
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
一
待
出
沿
河
の
各
庭
は
、
し
ば
し
ば
洪
水
に
み
ま
わ
れ
る
。
(
『
ム
直
隷
河
防
輯

要
」
第
四
挙
直
隷
河
防
総
論
、
第
一
節
各
河
水
系
、
四
子
牙
河
)

75 

共
通
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
は
、
土
砂
の
堆
積
に
よ
り
流
路
が
安
定
し
て
お
ら
ず
、
洪
水
や
溢
水
に
よ
る
被
害
が
大
き
い
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
も
う
一
方
の
上
流
河
川
で
あ
る
溢
陽
河
は
寧
音
泊
等
の
巨
大
な
遊
水
池
の
た
め
か
、
「
溢
水
に
は
利
待
が
あ
り
、
津
花
河
が
河
道
・
河

(
日
)

流
の
饗
化
が
常
態
で
患
い
を
な
す
こ
と
と
は
異
な
る
」
と
す
る
。

た
だ
し
、
河
川
氾
濫
が
被
害
の
み
を
も
た
ら
す
わ
け
で
は
な
い
。
諸
史
料
に
多
く
言
及
さ
れ
る
「
一
水
一
委
の
地
」
と
い
う
表
現
に
み
え
る

よ
う
に
、
水
害
の
の
ち
に
水
が
運
ん
で
き
た
肥
沃
な
土
砂
が
次
年
の
豊
作
を
準
備
す
る
と
い
う
認
識
は
、
特
に
積
極
的
治
水
政
策
を
抑
制
す
る

(ロ)

主
要
な
根
擦
と
な
る
。

さ
て
、
以
上
は
河
川
そ
れ
白
瞳
の
性
格
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
が
、
子
牙
河
に
閲
す
る
史
料
の
記
述
に
お
い
て
特
徴
的
な
の
は
、
そ
の
交
通
路

と
し
て
の
機
能
へ
の
言
及
で
あ
る
。

75 

-
翼
州
属
の
衡
水
豚
城
の
西
に
は
涛
沌
・
淫
陽
二
河
の
合
流
地
黙
が
あ
り
、
天
津
か
ら
順
棲
・
麿
平
・
大
名
各
府
に
至
る
米
・
盟
の
運
遁
は

(
日
)

こ
と
ご
と
く
こ
こ
に
達
し
て
い
る
。
(
奏
摺
)



76 

-
溢
陽
河
は
直
隷
磁
州
よ
り
翼
州
・
寧
菅
等
を
通
過
し
て
天
津
に
直
達
す
る
。
客
貨
・
民
船
は
絡
鐸
と
し
て
絶
え
る
こ
と
な
く
、
長
董
商
人

時
異
州
寧
菅
生
寸
の
三
十
四
州
豚
の
引
盤
を
行
運
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
皆
な
こ
の
河
に
よ
っ
て
各
庭
に
運
び
盟
を
販
責
し
て
い
る
。
歴
来
に

お
い
て
舟
樹
の
流
通
に
ま
っ
た
く
阻
滞
は
な
い
。
(
奏
(
晶
一

-
涛
花
は
、
夏
秋
の
聞
は
、
小
舟
に
よ
り
天
津
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
河
道
・
河
流
の
凶
変
化
が
多
く
、
堅
橋
を
設
け
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
。
(
貫
に
我
が
邑
の
南
北
往
来
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
。
(
足
園
『
藁
城
牒
郷
土
地
理
』
交
通
)

-
溢
陽
河
は
我
が
牒
唯
一
の
水
路
で
、
:
:
:
献
豚
に
至
っ
て
涛
花
河
と
合
流
し
子
牙
河
と
な
り
、
天
津
に
直
達
す
る
。
彰
城
の
査
器
、
西
佐

や
峯
峯
の
石
炭
は
こ
こ
か
ら
多
く
移
出
さ
れ
、
雑
貨
等
の
逆
流
し
て
く
る
も
の
も
多
い
。
(
民
園
『
磁
際
牒
志
』
第
十
三
章
、
第
三
節
、
水

路
-
子
牙
河
本
支
各
流
は
、
倶
に
舟
揖
を
通
ず
。
上
行
の
船
隻
は
多
く
雑
貨
を
載
せ
、
下
行
の
船
隻
は
多
く
淫
陽
河
か
ら
く
る
磁
器
・
棉
花
・

(
四
)
子
牙
河
)
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山
貨
・
皮
毛
、
及
び
涛
沌
河
か
ら
く
る
棉
花
等
を
載
せ
て
い
る
。
(
民
国
二
十
年
『
天
津
誌
略
』
第
十
一
編
交
通
、
第
一
挙
水
路
、
第
一
節
河
這
、

以
上
の
記
述
か
ら
、
特
に
溢
陽
河
か
ら
子
牙
河
を
通
じ
天
津
に
至
る
河
這
が
交
通
路
と
し
て
の
機
能
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

具
瞳
的
物
流
品
が
多
く
言
及
さ
れ
る
の
は
十
九
世
紀
後
牛
以
降
の
地
方
志
の
記
述
で
あ
り
、
特
に
棉
花
を
天
津
に
輸
送
す
る
経
路
で
あ
っ
た
と

(
日
)

い
う
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
乾
隆
期
に
お
い
て
言
及
さ
れ
る
の
は
米
穀
輪
迭
お
よ
び
長
董
瞳
の
行
瞳
路
と
し
て
の
も
の
で
あ
る
。
こ

の
う
ち
、
特
に
後
者
の
長
董
瞳
の
輸
送
の
問
題
は
後
で
検
討
す
る
乾
隆
期
の
治
水
政
策
と
大
き
く
関
わ
る
。
直
隷
省
五
代
河
の
な
か
で
は
、
南

運
河
・
北
運
河
も
首
然
交
通
路
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
「
南
糧
北
調
」
と
い
う
帝
圏
全
睦
の
問
題
と
閲
わ
る
も
の
で

あ
り
、
そ
の
政
策
は
直
隷
地
方
に
限
定
さ
れ
な
い
。
子
牙
河
は
そ
の
役
割
が
直
隷
省
地
域
に
限
定
さ
れ
る
貼
で
運
河
と
は
異
な
り
、
ま
た
、
交

通
路
と
し
て
の
機
能
を
全
く
持
っ
て
い
な
い
、
水
定
河
と
も
、
大
き
な
封
照
を
な
し
て
い
る
。
こ
の
物
資
輸
迭
に
関
わ
る
交
通
の
問
題
と
農
業
・

居
住
地
等
の
生
産
安
定
の
問
題
と
い
う
こ
つ
の
問
題
を
ど
う
矛
盾
す
る
こ
と
な
く
地
方
レ
ベ
ル
で
解
決
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が
子
牙
河
に



か
か
わ
る
治
水
政
策
の
重
要
な
課
題
と
な
る
の
で
あ
る
。

次
章
で
は
清
代
の
子
牙
河
治
水
を
具
瞳
的
に
分
析
す
る
。

清
代
の
子
牙
河
治
水

(
1
)
 
止
巾

度

(a) 
{呂

川
川
川
叶

止
巾

ま
ず
治
水
の
官
制
か
ら
子
牙
河
治
水
を
み
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

直
隷
省
の
河
川
管
理
を
統
轄
す
る
官
は
、
羅
正
期
に
い
た
る
ま
で
、
済
寧
州
に
駐
在
す
る
線
河
(
河
道
線
督
)
で
あ
っ
た
。
羅
正
九
年
に
至

り
、
は
じ
め
て
直
隷
河
遁
を
専
管
す
る
正
・
副
二
名
の
線
河
が
置
か
れ
、
天
津
に
駐
在
し
た
。
の
ち
、
乾
隆
元
年
に
副
総
河
は
慶
さ
れ
、

さ
ら
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に
乾
隆
十
四
年
に
直
隷
省
河
務
は
直
隷
総
督
の
粂
管
と
な
り
、
そ
れ
が
以
降
清
末
ま
で
の
定
制
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
以
降
の
直
隷
省

河
工
に
関
す
る
皇
帝
へ
の
題
本
・
奏
摺
の
提
出
、
各
部
へ
の
苔
丈
提
出
は
こ
の
直
隷
総
督
が
行
う
こ
と
と
な
る
。

直
隷
線
督
以
下
に
は
、
河
川
管
理
を
分
掌
し
た
這
員
が
置
か
れ
、
線
督
に
直
属
す
る
。
こ
の
制
度
が
成
立
し
た
の
は
嘉
正
四
年
で
、
直
隷
省

(
日
山
)

の
河
道
を
四
つ
の
管
轄
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
線
括
者
を
遁
員
(
天
津
河
遁
・
永
定
河
道
・
通
永
河
道
・
清
河
道
)
と
し
た
。
子
牙
河
に
つ
い
て
は

河
開
府
献
牒
戴
家
橋
よ
り
下
流
が
天
津
駐
在
の
天
津
遁
、
上
流
が
保
定
府
駐
在
の
清
河
遁
の
管
轄
と
な
る
。
そ
れ
以
前
は
、
康
照
三
十
九
年
に

(
げ
)

置
か
れ
た
子
牙
河
分
司
が
子
牙
河
の
河
務
を
専
管
し
て
い
た
。
こ
れ
は
名
栴
か
ら
み
て
も
わ
か
る
よ
う
に
工
部
の
出
先
機
関
で
あ
り
、
昔
時
の

直
隷
省
が
中
央
直
轄
の
要
素
を
蔑
し
て
い
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
嘉
正
期
の
制
度
改
革
の
要
は
、
地
方
の
椋
河
系
統
と
中
央
の
工
部
系
統
と
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い
う
二
つ
の
行
政
系
統
を
、
直
隷
総
督
管
河
遁
員
|
府
州
牒
管
河
佐
武
官
と
い
う
形
に
一
本
化
し
、
明
確
化
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
背
景

(

同

日

)

に
は
、
「
分
司
に
適
任
の
人
物
を
得
ず
、
河
員
は
そ
の
職
責
を
怠
り
、
堤
の
多
く
が
潰
決
し
た
」
と
い
う
よ
う
に
、
工
部
分
司
に
よ
る
管
理
瞳
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制
の
不
備
に
あ
っ
た
。
這
以
下
各
府
州
牒
に
も
河
川
管
理
を
専
管
と
す
る
官
が
置
か
れ
た
。
そ
の
名
稽
は
同
知
・
通
判
・
牒
丞
・
主
簿
と
い
っ

(
刊
日
)

た
府
な
い
し
は
州
牒
の
属
官
で
あ
る
が
、
河
川
管
理
の
み
を
そ
の
職
責
と
し
た
。
こ
れ
は
、
水
定
河
治
水
の
盟
制
と
同
様
で
あ
る
。

乾
隆
期
に
至
り
、
乾
隆
六
年
六
月
、
直
隷
河
遁
総
督
顧
諒
は
、
河
間
牒
牒
丞
管
轄
の
子
牙
河
の
東
西
二
一

O
里
の
堤
防
の
管
轄
範
固
が
慶
く

巡
防
が
困
難
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
東
岸
の
堤
防
を
景
和
鎮
巡
検
の
粂
管
と
し
た
。
ま
た
、
同
時
に
子
牙
河
通
判
を
置
き
、
青
牒
主
簿
・
静

海
牒
主
簿
・
丈
安
解
牒
丞
・
丈
安
牒
主
簿
・
大
城
牒
牒
丞
・
大
城
牒
主
簿
・
覇
州
通
判
が
捨
賞
す
る
堤
防
工
事
に
つ
い
て
、
そ
の
管
轄
下
に
置

い
た
。
こ
れ
以
降
の
子
牙
河
管
理
の
官
制
は
お
お
む
ね
こ
の
睦
制
に
よ
る
。
(
表
参
照
)

そ
の
他
、
首
初
よ
り
河
兵
四

O
名
が
お
か
れ
、
ま
た
、
乾
隆
初
期
に
は
笠
船
・
奴
夫
が
設
置
さ
れ
制
度
化
さ
れ
た
。
笠
船
・
奴
夫
と
は
、
乾

隆
二
年
、
協
排
吏
部
尚
書
署
直
隷
河
道
線
督
顧
諒
が
、
土
砂
堆
積
時
に
凌
諜
盤
労
働
に
従
事
さ
せ
る
州
労
働
者
を
集
め
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
彼
が
嘉
正
期
に
管
田
観
察
使
の
職
に
あ
っ
た
時
に
見
聞
し
た
捕
魚
の
小
舟
(
長
さ
一
丈
コ
了
四
尺
か
ら
二
丈
、
二
1
一
一
一
人
乗
り
)
一
一
一
百
隻
を

の
で
あ
る
。
船
舶
に
閲
わ
る
費
用
は
三
千
雨
、
被
夫
に
は
工
食
銀
一
雨
五
銭
を
支
給
、
三
月
か
ら
五
月
、
八
月
か
ら
十
月
の
汎
水
の
二
期
に
五
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室
船
と
し
、
船
ご
と
に
被
夫
三
名
を
淀
の
、
近
く
に
居
住
し
て
い
る
民
人
か
ら
雇
用
し
て
凌
諜
作
業
を
さ
せ
る
こ
と
を
奏
摺
に
よ
り
提
案
し
た
も

日
間
、
淀
に
お
い
て
一
日
二
方
(
方
は
十
分
の
一
立
方
丈
)
の
泥
土
を
凌
わ
せ
、
そ
の
泥
土
は
附
近
の
村
荘
に
運
ん
で
家
屋
の
基
礎
な
ど
に
用
い

さ
せ
た
。
三
百
隻
の
う
ち
二
百
隻
は
東
淀
に
配
備
し
て
三
角
淀
通
判
が
統
轄
し
、
残
り
百
隻
は
西
淀
に
配
備
し
雄
牒
駐
在
の
清
河
同
知
が
統
轄

し
た
。
こ
の
顧
諒
の
奏
摺
は
乾
隆
前
半
期
に
直
隷
河
遁
に
設
置
さ
れ
た
室
船
・
奴
夫
に
閲
す
る
初
議
で
あ
り
、
こ
の
地
方
の
産
業
に
漁
業
が
あ

(
乱
)

っ
た
こ
と
も
示
す
史
料
で
も
あ
る
。
乾
隆
三
年
に
こ
の
議
は
裁
可
さ
れ
、
子
牙
河
に
属
す
る
空
船
は
一
六

O
隻
と
さ
れ
た
。
乾
隆
十
年
、
協
梯

(
幻
)

大
向
学
士
劉
於
義
の
上
奏
と
部
議
を
経
て
、
管
轄
の
細
分
化
な
ど
の
制
度
の
充
賓
が
行
わ
れ
た
が
、
乾
隆
二
十
九
年
に
直
隷
線
督
方
観
承
に
よ
っ

て
、
維
持
費
が
か
か
る
こ
と
、
設
立
以
来
、
所
期
の
致
果
を
生
ん
で
い
な
い
こ
と
に
よ
り
廃
止
さ
れ
た
。
廃
止
後
は
必
要
に
雁
じ
て
民
船
・
民

(
お
)

夫
を
雇
用
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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合
計
・
雇
用
制
度

先
遮
の
よ
う
に
、
直
隷
河
道
線
督
が
置
か
れ
た
の
は
羅
正
九
年
で
あ
っ
た
が
、
首
初
直
隷
省
河
工
に
閲
す
る
固
有
の
章
程
は
な
く
、
羅
正
十

一
年
の
段
階
で
は
江
南
河
道
・
河
東
河
遁
の
例
に
照
ら
し
て
工
程
を
運
用
し
て
い
く
こ
と
が
決
定
さ
れ
て
い
る
。
河
工
は
、
毎
年
必
要
な
維
持

工
事
で
あ
る
歳
修
、
お
よ
び
歳
修
以
外
で
必
要
な
工
事
の
う
ち
、

一
件
五
百
雨
以
内
の
捨
修
、

一
件
五
百
雨
以
上
で
車
濁
の
題
奏
が
必
要
な
別

案
大
工
に
分
か
れ
て
い
た
。
嘉
正
十
一
年
に
そ
の
基
準
策
定
お
よ
び
従
来
の
工
事
の
合
計
報
告
を
、
首
時
の
直
隷
河
道
線
督
王
朝
恩
が
各
道
に

(
江
)

命
じ
て
行
な
わ
せ
た
。

そ
の
後
、
乾
隆
初
期
に
直
隷
省
濁
自
の
河
工
合
計
シ
ス
テ
ム
の
整
備
が
行
わ
れ
た
。
直
隷
総
督
乗
直
隷
河
道
総
督
高
斌
の
乾
隆
六
年
の
奏
摺

に
よ
れ
ば
、
前
直
隷
河
道
線
督
顧
涼
か
ら
引
き
継
い
だ
案
巻
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
嘉
正
十
三
年
か
ら
乾
隆
六
年
ま
で
、
天
津
・
通
永
・
永
定

の
三
道
の
項
目
下
の
歳
修
・
拾
修
・
大
工
が
合
計
八
十
八
案
あ
り
、
合
計
一
八
七
寓
七
六

O
O飴
雨
が
見
積
も
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
首
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初
の
見
積
も
り
通
り
珠
算
が
認
め
ら
れ
た
の
は
二
十
件
の
み
で
、
多
く
は
部
駁
に
よ
り
削
減
さ
れ
、
あ
る
い
は
全
く
珠
算
が
つ
か
な
か
っ
た
も

(
お
)

の
が
あ
っ
た
。
部
駁
の
多
さ
が
目
立
つ
。
恐
ら
く
は
こ
の
高
斌
の
上
奏
を
端
緒
と
し
て
、
直
隷
河
這
工
事
の
見
積
も
り
作
成
の
制
度
化
が
進
め

ら
れ
た
よ
う
で
、
そ
の
結
果
は
乾
隆
八
年
間
四
月
、
「
直
隷
五
遁
僚
規
』
と
い
う
形
で
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
さ
れ
る
。
行
政
事
前
審
査
機
能
よ
り
も

(
お
)

行
政
殺
率
が
優
先
さ
れ
た
政
策
決
定
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

直
隷
省
河
工
に
お
い
て
は
、
官
が
経
費
を
支
出
し
工
事
を
行
う
も
の
と
、
民
聞
が
無
償
で
工
事
を
行
う
「
祇
民
興
修
」
が
あ
る
。
後
者
は
例

え
ば
堤
防
修
築
が
必
要
な
場
合
に
お
い
て
州
牒
が
里
甲
の
地
畝
に
照
ら
し
て
祇
夫
し
て
工
事
に
あ
た
ら
せ
る
も
の
で
、
徴
護
に
際
し
て
官
費
が

支
出
さ
れ
ず
、
膏
吏
の
不
正
も
あ
り
、
ま
た
人
を
雇
っ
て
力
役
を
代
替
さ
せ
る
等
の
弊
害
も
あ
っ
た
。
賓
際
に
工
事
箇
所
に
至
る
者
達
の
多
く

は
乏
食
の
窮
民
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
州
豚
の
な
か
に
は
祇
夫
修
築
を
止
め
る
こ
と
を
請
う
た
り
、
公
費
支
出
を
求
め
た
り
す
る
と
こ
ろ
も
あ
っ

た
。
以
上
の
朕
況
を
ふ
ま
え
、
乾
隆
元
年
直
隷
河
蓮
根
督
劉
勤
は
、
民
修
工
程
は
嘉
正
十
二
年
の
以
工
代
賑
の
例
に
よ
り
、
土
一
方
ご
と
に
毎
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土
折
米
債
銀
三
分
九
厘
、
河
遁
夜
諜
で
乾
燥
し
た
土
砂
の
場
合
、
毎
方
三
分
、
摂
潤
土
泥
に
閲
し
て
は
毎
方
四
分
五
厘
を
支
給
す
る
こ
と
を
要
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(
幻
)

請
し
、
部
議
を
へ
て
裁
可
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
方
法
が
以
後
の
工
事
の
全
て
に
適
用
さ
れ
た
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
。
さ
て
、
こ
こ

で
賃
金
は
銀
建
て
で
あ
り
、
河
工
管
轄
の
地
方
官
は
必
要
経
費
を
銀
で
受
け
取
っ
た
が
、
雇
用
し
た
民
夫
に
賓
際
に
支
給
さ
れ
る
の
は
銅
銭
で

あ
っ
た
。
捨
吉
官
は
基
本
的
に
は
工
事
現
場
の
州
牒
で
銅
銭
を
購
入
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
乾
隆
三
十
七
年
に
は
近
京
の
州
豚
に
つ
い
て

(
お
)

は
京
師
に
お
い
て
銅
銭
を
購
入
し
、
京
師
外
に
持
ち
出
す
こ
と
が
認
め
ら
れ
た

一
件
の
工
事
の
動
員
数
で
あ
る
が
、
乾
隆
二
十
九
年
の
子
牙
河
お
よ
び
東
西
の
淀
の
治
水
工
事
の
例
に
よ
れ
ば
、
三
高
人
以
上
が
工
事
に
従

事
し
て
い
る
。
彼
ら
に
封
す
る
食
糧
確
保
は
災
害
時
の
穀
物
慣
格
高
騰
時
だ
け
に
重
要
な
問
題
と
な
る
。
こ
の
時
に
は
土
方
一
方
に
つ
き
、
米

一
升
が
支
給
さ
れ
た
。
工
事
量
は
百
五
十
寓
方
で
あ
っ
た
か
ら
、

一
高
五
千
徐
石
の
天
津
北
倉
の
奉
天
米
が
護
出
さ
れ
、
工
事
現
場
近
遣
で
市

債
よ
り
も
安
慣
に
販
責
さ
れ
た
。
設
出
に
際
し
て
は
夫
役
十
名
に
針
し
て
票
一
枚
が
支
給
さ
れ
、

(
的
)

し
、
夫
役
で
な
い
も
の
が
米
穀
を
購
買
す
る
弊
害
を
防
止
し
た
。

そ
の
票
と
引
き
替
え
に
販
責
を
行
う
こ
と
と

(
2
)
 
乾
隆
期
の
子
牙
河
治
水
政
策
の
展
開
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(a) 
乾
隆
以
前
の
子
牙
河
治
水

(
初
)

明
代
の
河
遁
に
つ
い
て
は
朱
玲
玲
氏
に
よ
っ
て
す
で
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
清
代
と
の
大
き
な
相
違
貼
は
、
津
花
、
府
門
・
溢
陽
河
合
目

流
の
後
、
完
固
口
か
ら
交
河
牒
を
経
過
し
青
牒
杜
林
鎮
附
近
で
湾
河
と
合
流
し
南
運
河
に
入
る
河
遁
が
正
流
で
あ
り
、
完
固
口
か
ら
北
流
し
て

(
況
)

戚
家
橋
か
ら
河
開
牒
を
経
て
大
城
豚
子
牙
鎮
へ
の
河
道
は
支
流
で
あ
っ
た
酷
で
あ
る
。
康
照
二
十
年
代
か
ら
河
勢
は
北
に
移
り
、
五
十
年
に
は

(
犯
)

支
流
に
闘
し
、
嘉
正
四
年
に
完
固
口
を
塞
い
だ
後
は
、
明
代
正
流
で
あ
っ
た
河
遁
は
澗
れ
て
し
ま
っ
た
。

(
お
)

さ
て
、
光
緒
『
大
城
牒
志
』
に
よ
れ
ば
、
清
代
に
入
っ
て
子
牙
河
堤
に
初
め
て
官
が
閲
輿
し
た
の
は
康
照
十
四
年
で
あ
る
。
こ
の
時
の
工
事

(
乱
)

は
、
「
大
城
牒
、
馬
郡
口
か
ら
三
分
山
口
に
至
る
随
一
高
三
千
四
百
二
十
丈
を
自
修
す
る
」
と
す
る
記
述
の
「
自
修
」
と
い
う
表
現
か
ら
、
中
央

や
省
レ
ベ
ル
は
闘
奥
し
な
い
、
牒
レ
ベ
ル
で
の
濁
自
の
釘
躍
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
明
代
か
ら
清
初
ま
で
、
多
少
の
洪
水
に
よ
る
被
害
に



つ
い
て
は
、
土
砂
集
中
の
防
止
や
運
河
の
維
持
の
観
酷
か
ら
、
中
央
は
必
要
悪
と
し
て
放
置
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

康
照
三
十
年
代
に
入
り
子
牙
河
治
水
は
大
き
な
轄
換
を
迎
え
る
。
ま
ず
、
直
隷
巡
撫
の
護
議
に
よ
り
、
康
照
三
十
三
年
・
康
照
三
十
七
年
に

凌
諜
と
築
堤
が
行
わ
れ
た
。
さ
ら
に
、
康
照
三
十
九
年
正
月
二
十
九
日
に
、
水
定
河
の
覗
察
を
開
始
し
た
康
照
帝
は
、

一
一
月
初
七
日
静
海
豚
に
至

り
子
牙
河
の
河
堤
を
親
閲
し
、
河
遁
開
溶
の
場
所
を
河
遁
分
司
(
下
牙
河
分
司
)
朝
埼
に
下
問
す
る
。
朝
埼
の
「
閤
・
留
二
荘
の
聞
か
ら
四
十

里
を
開
溶
し
、
雨
岸
に
堤
防
を
築
き
、
三
角
淀
に
導
水
す
る
」
と
い
う
奏
を
得
た
帝
は
、
「
河
遁
を
新
た
に
設
け
た
ら
水
勢
は
束
流
し
、
運
河

(
犯
)

に
妨
げ
が
有
る
だ
ろ
う
」
と
運
河
へ
の
影
響
を
懸
念
す
る
。
初
十
日
に
は
康
照
帝
は
直
隷
巡
撫
李
光
地
等
に
、
「
閤
・
留
二
荘
の
聞
に
石
間
を

作
り
、
水
量
が
多
い
と
き
は
こ
の
間
か
ら
減
水
し
、
通
常
時
は
閑
を
閉
鎖
し
、
王
家
口
の
奮
河
に
導
け
ば
、
漕
運
と
民
田
豊
方
に
利
が
あ
る
」

(
泌
)

と
指
示
し
た
。
帝
は
こ
の
日
に
、
「
修
築
の
方
略
は
み
な
股
が
自
ら
指
授
す
る
も
の
で
、
も
し
参
差
が
あ
っ
て
も
そ
れ
は
朕
の
責
任
で
あ
る
」

と
し
て
、
自
ら
の
責
任
を
明
確
化
す
る
。
四
月
十
九
日
、
再
び
康
照
帝
は
王
家
口
に
行
き
、
乗
船
し
て
子
牙
河
を
親
閲
し
、
問
の
建
築
を
一
時

(
幻
)

停
止
さ
せ
、
翌
年
ま
で
様
子
を
見
よ
、
と
指
示
す
る
。
結
局
、
こ
の
年
に
、
献
豚
と
河
間
の
子
牙
河
東
西
雨
岸
に
長
く
高
い
堤
防
が
建
築
さ
れ

た
。
そ
の
西
堤
は
大
城
牒
に
、
東
堤
は
青
牒
・
静
海
牒
に
達
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
時
東
堤
に
お
い
て
は
青
瞬
慶
一
一
耐
棲
地
方
の
焦
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家
口
で
新
河
を
聞
い
て
子
牙
の
勢
力
を
分
減
し
た
。
そ
し
て
そ
の
管
理
を
職
掌
と
す
る
分
司
一
員
を
特
設
し
、
河
開
府
同
知
に
も
分
轄
さ
せ
、

(
お
)

さ
ら
に
牒
丞
・
主
簿
等
の
官
を
増
設
し
て
防
修
を
専
管
さ
せ
た
。
堤
防
建
設
の
時
期
と
経
過
、
ま
た
そ
の
結
果
成
立
し
た
制
度
は
同
時
期
の
永

(

却

)

(

判

)

定
河
治
水
の
そ
れ
と
類
似
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
前
年
に
宣
言
さ
れ
た
「
今
、
四
海
太
平
と
な
り
、
最
も
重
き
者
は
、
治
河
の
一
事
で
あ
る
」

と
い
う
康
照
帝
の
認
識
と
治
世
方
針
の
一
つ
の
表
れ
と
い
え
る
。
ま
た
、
康
照
帝
の
子
牙
河
治
水
に
お
い
て
は
、
上
述
の
康
鼎
帝
と
朝
璃
の
封

話
に
み
え
る
よ
う
に
、
「
河
務
」
と
同
じ
く
康
照
帝
の
親
政
開
始
時
の
政
治
課
題
で
あ
る
「
漕
運
」
に
つ
い
て
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
酷
に

(
引
)

注
意
し
た
い
。
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さ
て
、
堤
防
建
設
の
結
果
、
諜
測
不
可
能
な
流
路
の
壁
化
に
つ
い
て
の
あ
る
程
度
の
制
御
が
可
能
と
な
り
、
「
こ
の
時
(
康
照
三
十
九
年
)
か

(
必
)

ら
、
河
間
・
大
城
・
青
鯨
・
静
海
の
民
に
、
始
め
て
安
寧
が
訪
れ
た
」
と
い
う
よ
う
に
、
不
意
の
洪
水
被
害
は
防
止
さ
れ
、
可
耕
地
・
可
居
住
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地
が
置
が
る
こ
と
と
な
る
が
、
堤
防
に
よ
り
一
つ
の
河
遁
に
多
く
の
水
が
集
中
す
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、
既
述
の
ご
と
く
子
牙
河
は
上
流
搾

花
河
の
土
砂
含
有
量
が
多
く
天
井
川
と
な
り
易
い
た
め
、
溢
水
や
堤
防
の
決
壊
が
護
生
す
る
と
堤
防
建
築
以
前
よ
り
も
大
き
な
人
的
被
害
を
及

ぼ
す
こ
と
に
な
る
。
そ
の
結
果
、
行
政
は
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
継
績
し
、
そ
の
た
め
の
コ
ス
ト
を
恒
常
的
に
投
下
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
る
こ
と
と

な
る
。

(
川
町
)

羅
正
期
に
入
り
、
直
隷
省
で
は
恰
親
王
に
よ
る
畿
輔
水
利
事
業
が
行
わ
れ
る
。
子
牙
河
に
閲
し
て
は
、
羅
正
三
年
十
二
月
段
階
の
恰
親
王
の

認
識
と
し
て
、
「
数
百
里
に
お
よ
ぶ
好
迦
曲
折
の
堤
防
を
つ
く
っ
た
が
、
河
身
は
土
砂
堆
積
し
て
平
地
よ
り
も
高
く
な
り
、
両
岸
と
河
流
が
あ

い
隔
た
る
こ
と
数
丈
に
過
、
ぎ
な
い
ほ
ど
に
接
近
し
て
い
る
。
奮
時
の
支
港
・
合
琉
は
す
べ
て
埋
塞
し
て
し
ま
い
、
決
壊
や
溢
水
を
防
ご
う
と
し

(
叫
)

て
も
ど
う
し
て
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
」
と
あ
り
、
天
井
川
の
形
成
と
水
流
の
分
散
を
行
い
う
る
支
流
が
無
く
な
っ
た
事
に
よ
る
弊

害
を
指
摘
し
て
お
り
、
す
で
に
堤
防
設
置
に
よ
る
問
題
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
封
策
と
し
て
、
王
家
口
分
流
の
箇
所
を
塞
い
で
三
角
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淀
へ
の
土
砂
の
流
入
を
抑
制
す
る
一
方
、
奮
時
の
支
流
を
復
活
さ
せ
水
勢
を
分
減
さ
せ
る
こ
と
を
構
想
し
裁
可
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
現
賓

(
必
)

に
は
翌
嘉
正
四
年
に
「
運
河
の
水
諜
を
憂
慮
し
た
た
め
」
完
田
口
を
塞
、
ぎ
、
河
流
を
王
家
口
か
ら
三
角
淀
に
誘
導
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、

(
必
)

三
角
淀
に
は
ま
た
土
砂
が
堆
積
し
た
、
と
い
う
。
上
流
で
河
遁
を
一
本
化
し
た
も
の
の
、
下
流
で
そ
の
勢
力
を
分
減
す
る
河
遁
が
見
つ
け
ら
れ

な
い
の
で
あ
れ
ば
、
治
水
の
一
貫
性
を
快
く
。
こ
の
時
期
の
子
牙
河
治
水
の
優
先
度
の
低
さ
を
推
察
さ
せ
る
。

羅
正
期
の
子
牙
河
に
閲
す
る
動
き
と
し
て
そ
の
他
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
嘉
正
四
年
四
月
に
磁
州
が
河
南
省
管
轄
か
ら
直
隷
省
贋
平
府
属
に

な
っ
た
事
で
あ
る
。
直
隷
省
の
溢
陽
河
流
域
は
、
明
代
に
は
高
い
農
業
生
産
を
あ
げ
て
い
た
が
、
清
代
に
は
水
田
が
無
く
な
っ
て
い
た
。
こ
れ

は
上
流
の
磁
州
の
民
が
取
水
堰
を
建
築
し
て
下
流
に
水
を
流
さ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
上
流
・
下
流
の
水
争
い
は
絶
え
ず
、
官
が
調
停
を

お
こ
な
っ
た
が
、
省
の
管
轄
が
異
な
る
こ
と
か
ら
遵
守
さ
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
淫
陽
河
を
ル

1
ト
と
す
る
商
船
の
通
行
に
も
支
障
を
来
し
て

い
た
。
恰
親
王
は
磁
州
を
直
隷
省
慶
平
府
属
に
繁
更
し
、
溢
陽
河
水
系
全
瞳
を
直
隷
省
の
管
轄
と
す
る
こ
と
を
提
議
し
、
裁
可
さ
れ
た
。
十
二

(
訂
)

月
に
は
磁
州
の
取
水
聞
の
五
日
毎
の
開
聞
に
闘
す
る
ル
ー
ル
が
策
定
さ
れ
、
翌
年
四
月
に
批
准
さ
れ
た
。
後
遮
す
る
が
、
こ
の
こ
と
は
乾
隆
三



十
四
年
に
お
い
て
長
藍
盤
流
通
と
絡
ん
で
問
題
と
な
る
。

b 

乾
隆
初
期
の
子
牙
河
治
水

乾
隆
初
期
の
子
牙
河
治
水
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
最
初
の
動
き
は
乾
隆
四
年
の
直
隷
総
督
孫
嘉
詮
に
よ
る
政
策
で
あ
る
。
こ
の
際
、
直
隷
全

(

同

日

)

省
の
治
水
管
理
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
線
合
的
調
査
が
行
わ
れ
た
。

子
牙
河
に
闘
し
て
は
孫
嘉
塗
は
、
「
永
定
・
子
牙
の
故
遁
に
は
、
従
来
は
と
も
に
堤
が
無
か
っ
た
。
よ
っ
て
泥
は
田
聞
に
留
ま
り
、
淀
へ
の

土
砂
の
堆
積
は
な
か
っ
た
。
:
:
:
子
牙
の
築
堤
束
水
よ
り
蓋
頭
等
の
淀
に
も
亦
た
土
砂
が
堆
積
し
た
。
淀
口
に
肢
に
土
砂
が
た
ま
り
河
身
は

(
叫
)

日
々
高
く
な
っ
た
。
:
:
:
子
牙
河
に
は
新
奮
雨
道
有
る
が
、
新
河
に
巳
に
土
砂
が
堆
積
し
て
い
る
」
と
い
う
認
識
を
示
し
、
堤
防
修
築
に
よ
る

束
水
こ
そ
が
問
題
で
あ
る
と
い
う
、
水
定
河
治
水
で
も
見
せ
た
持
論
を
展
開
し
て
い
る
。
直
隷
河
道
線
督
顧
涼
も
八
月
十
八
日
の
段
階
で
、
同
様

(
別
)

の
認
識
を
示
し
て
い
る
。
翌
乾
隆
五
年
三
月
、
顧
諒
等
の
子
牙
河
治
水
案
が
、
工
部
の
議
を
経
て
裁
可
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
楊
家
荘
か
ら
支
河

を
引
き
、
閤
・
留
二
荘
を
経
て
、
朱
家
窪
か
ら
濁
流
に
お
い
て
淀
河
に
蹄
入
さ
せ
、
子
牙
河
を
西
南
か
ら
東
北
方
向
に
導
く
と
い
う
も
の
で
あ
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る
。
致
果
と
し
て
は
土
砂
を
窪
地
に
堆
積
さ
せ
て
下
流
へ
の
土
砂
流
入
を
防
ぎ
、
ま
た
土
砂
が
堆
積
し
た
窪
地
は
肥
沃
な
土
地
に
愛
じ
て
「
一

(
日
)

水
一
委
の
利
」
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
孫
嘉
注
の
永
定
河
故
遁
策
は
失
敗
し
た
が
、
子
牙
河
に
つ
い
て
は
水
勢
分
減
と
い
う
嘉
正
期
以
来
の

懸
案
の
解
決
を
果
た
し
た
と
い
え
る
。
そ
の
後
、
乾
隆
九
年
、
直
隷
総
督
高
斌
等
に
よ
る
一
連
の
畿
輔
水
利
事
業
が
行
わ
れ
る
。
子
牙
河
通
判

の
堤
防
管
轄
範
園
が
属
大
な
た
め
、
荘
見
頭
か
ら
古
城
ま
で
を
子
牙
膳
の
管
轄
と
し
、
首
城
か
ら
西
泊
ま
で
を
津
軍
属
の
管
轄
に
揮
し
た
。

(
C
)
 

乾
隆
十
八
年
1
二
十
五
年
の
方
観
承
の
子
牙
河
治
水
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乾
隆
初
年
か
ら
三
十
年
前
後
に
い
た
る
時
期
の
直
隷
省
の
治
水
事
業
の
背
後
に
常
に
存
在
し
た
官
僚
が
方
観
承
で
あ
る
。
乾
隆
七
年
七
月
に

(
臼
)

清
河
這
に
任
ぜ
ら
れ
、
そ
の
年
の
十
二
月
に
乾
隆
帝
の
「
こ
の
人
物
は
想
う
に
河
務
に
適
し
て
い
る
」
と
い
う
評
債
を
得
て
永
定
河
の
河
工
へ
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の
協
理
を
命
じ
ら
れ
て
以
来
、
乾
隆
三
十
三
年
の
死
に
至
る
ま
で
そ
の
大
部
分
に
お
い
て
直
隷
省
の
官
職
を
歴
任
し
た
。
特
に
乾
隆
十
四
年
か

(
日
)

ら
は
直
隷
総
督
を
約
二
十
年
間
勤
め
た
。

(
日
)

方
観
承
が
初
め
て
子
牙
河
の
治
水
を
提
議
し
た
の
は
乾
隆
十
八
年
三
月
十
六
日
の
上
奏
に
お
い
て
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
「
向
来
よ
り
舟
揖
が

通
行
し
、
長
車
引
盟
を
畿
南
各
属
に
行
錯
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
皆
な
こ
の
河
に
よ
っ
て
通
運
し
て
い
る
」
と
、
長
重
瞳
の
流
通
路
で
あ
る
こ

と
を
ま
ず
最
初
に
述
べ
る
。
そ
し
て
、
乾
隆
五
年
に
楊
家
口
に
お
い
て
流
水
の
勢
力
を
分
減
す
る
た
め
に
開
削
し
た
支
河
の
流
量
が
全
睦
の
七

ー
八
割
で
あ
り
、

一
方
正
河
の
流
量
は
二

l
三
割
で
、
土
砂
が
堆
積
し
て
商
船
の
通
行
が
不
能
と
な
っ
て
お
り
、
年
々
積
み
替
え
作
業
の
た
め

の
費
用
が
多
く
か
か
り
、
ま
た
、
支
河
の
流
量
の
多
さ
が
東
側
の
青
牒
・
静
海
牒
の
村
荘
に
水
害
を
も
た
ら
す
お
そ
れ
が
あ
る
、
と
す
る
。

(
地
圃
2
参
照
)
支
河
の
流
量
が
正
河
を
上
ま
わ
る
事
態
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

方
観
承
は
お
そ
ら
く
二
月
の
段
階
で
東
陵
行
幸
時
の
行
管
に
お
い
て
乾
隆
帝
に
封
し
て
園
面
を
提
出
し
て
そ
の
判
断
を
求
め
た
う
え
、
自
ら

楊
家
口
か
ら
子
牙
橋
に
至
る
十
八
里
は
、
河
身
が
僅
か
に
深
さ
二
尺
か
ら
四
尺
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

一
方
、
支
河
の
幅
は
十
四
l
五
丈
、

85 

大
城
牒
に
赴
き
、
乗
船
調
査
を
行
い
、
結
果
、
楊
家
口
か
ら
荘
見
頭
ま
で
の
四
十
八
里
は
河
身
が
土
砂
堆
積
に
よ
り
浅
く
な
っ
て
お
り
、
特
に

深
さ
七

1
八
尺
か
ら
一
丈
一

l
二
尺
で
あ
っ
た
。
管
轄
の
天
津
道
は
正
河
の
凌
諜
整
備
を
主
張
し
た
よ
う
だ
が
、
方
観
承
は
そ
の
案
を
採
用
せ

ず
、
奮
支
河
を
新
正
河
と
す
る
と
い
う
正
河
・
支
河
の
逆
轄
案
を
提
案
す
る
。
奮
支
河
は
楊
家
口
か
ら
閤
見
荘
に
至
る
長
さ
お
よ
そ
八
里
で
あ

り
、
現
在
、
特
に
流
路
・
雨
岸
の
賦
態
と
も
問
題
は
な
く
天
津
に
通
じ
て
い
る
か
ら
そ
れ
を
利
用
し
、
新
し
い
正
河
と
し
、
ま
た
、
留
見
荘
の

東
院
に
そ
っ
て
河
漕
一
路
を
挑
河
し
、
楊
家
口
以
下
の
杢
河
を
子
牙
橋
の
北
で
時
入
さ
せ
る
。
こ
の
場
合
、
約
九
里
の
凌
諜
が
必
要
で
あ
る
が
、

奮
正
河
十
八
里
を
凌
諜
す
る
よ
り
も
、
工
事
の
負
捨
・
経
費
と
も
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
ま
た
、
渡
諜
し
て
出
た
土
砂
を
東
堤
の
培
築
工
事
に

使
用
す
れ
ば
、
波
風
の
防
止
に
有
盆
で
、
牽
船
の
這
に
も
な
る
、
と
す
る
。
な
お
、
方
観
承
奏
摺
の
こ
の
部
分
に
乾
隆
帝
の
「
院
は
以
前
に
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
言
及
し
た
の
を
畳
え
て
い
る
。
汝
は
不
可
能
で
あ
る
と
し
た
。
今
は
ど
う
で
あ
る
か
。
肢
に
迎
合
し
て
命
令
に
従
お
う
と
し

85 

て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
株
批
が
あ
る
。
二
月
の
面
見
に
際
し
て
、
乾
隆
帝
が
方
観
承
の
案
に
近
い
治
水
計
書
一
の
素
案
を
出
し
て
い
た
こ
と
が
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わ
か
る
。

次
に
方
観
承
は
工
事
経
費
を
見
積
も
る
。
凌
諜
等
の
河
遁
整
備
と
草
場
の
建
設
、
石
場
の
建
設
等
、
す
べ
て
の
工
事
を
あ
わ
せ
て
一
四
九
六

一
雨
で
あ
る
。
財
源
に
つ
い
て
は
、
前
年
の
冬
に
長
董
商
人
が
挑
河
の
白
書
塀
を
懇
請
し
た
際
、
河
遁
整
備
に
よ
る
積
み
替
え
作
業
コ
ス
ト
の
節

約
分
を
、
盟
商
達
が
「
輪
公
梯
理
」
す
る
こ
と
を
申
し
出
て
お
り
、
挑
河
と
草
場
の
費
用
一

O
八
O
O
雨
鈴
り
は
と
り
あ
え
ず
布
政
使
庫
か
ら

借
捜
し
て
、
瞳
商
に
五
年
に
分
け
て
償
還
さ
せ
、
石
場
建
設
の
費
用
四

0
0
0
雨
絵
り
は
、
布
政
使
庫
の
節
年
時
公
平
飯
項
か
ら
動
援
し
興
修

す
る
こ
と
と
す
る
。
以
上
が
三
月
十
六
日
の
方
観
承
奏
摺
の
内
容
で
あ
る
。
こ
の
方
観
承
上
奏
に
は
「
議
す
る
所
の
如
く
行
え
」
の
株
批
が
つ

き
、
提
案
は
賓
行
に
移
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

翌
乾
隆
十
九
年
正
月
、
方
観
承
は
前
年
の
慮
置
に
つ
い
て
河
流
や
瞳
船
の
通
行
に
お
い
て
「
殺
果
が
あ
っ
た
」
と
し
た
上
で
、
以
下
の
よ
う

(
日
)

な
上
奏
を
行
、
っ
。
従
来
よ
り
夏
秋
の
増
水
期
に
お
い
て
は
減
水
場
か
ら
水
を
溢
れ
さ
せ
て
い
る
が
、
場
か
ら
堤
防
内
に
出
て
行
か
な
い
水
が
堤

一
帯
は
地
勢
が
西
高
東
低
な
の
で
増
水
期
が
終
わ
っ
て
も
水
が
河
遁
に
戻
ら
ず
、
間
見
荘
か
ら
慶
一
服
棲
(
青

86 

防
の
下
部
に
滞
留
し
て
い
る
。

豚
)
に
至
る
ま
で
の
河
川
敷
四
十
絵
里
に
積
水
が
あ
る
。
例
年
、
河
川
敷
上
の
居
民
は
、
東
堤
が
元
来
よ
り
民
修
で
あ
る
た
め
、
増
水
が
多
い

年
に
お
い
て
は
、
春
に
呈
請
し
て
春
奏
を
栽
培
す
る
た
め
開
堤
放
水
し
て
い
る
が
、
そ
の
情
況
が
望
ま
し
く
な
い
と
認
識
し
た
う
え
で
、
す
で

に
前
年
に
作
っ
た
減
水
石
場
の
南
に
讐
門
の
石
閣
を
建
設
し
、
河
遁
か
ら
溢
れ
出
た
束
陪
一
帯
の
水
を
悉
く
間
口
か
ら
場
外
の
引
河
に
排
出
さ

せ
、
さ
ら
に
、
東
院
の
地
勢
が
窪
地
で
あ
る
と
こ
ろ
に
緬
洞
(
樋
管
・
樋
門
)
三
個
所
を
あ
け
、
間
か
ら
精
や
遠
い
所
の
積
水
も
そ
こ
か
ら
排

出
さ
せ
る
。
こ
の
釘
策
に
よ
り
、
増
水
期
の
後
、
村
民
は
「
一
委
の
利
」
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
彼
ら
の
生
計
を
助
け
、
税
牧
入
も
期
待
で
き

る
。
ま
た
工
向
学
的
に
も
堤
根
に
お
い
て
浸
透
水
に
よ
る
堤
防
強
度
の
弱
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。
建
築
費
の
見
積
も
り
は
聾
門
石
間

と
酒
洞
あ
わ
せ
て
二
七
七

O
絵
雨
、
財
源
は
津
花
河
歳
修
生
息
項
目
と
し
た
。
以
上
の
方
観
承
の
提
議
に
封
し
、
乾
隆
帝
は
、
「
面
奏
の
時
に

圃
を
持
参
し
て
奏
聞
せ
よ
。
も
し
工
事
が
一
刻
も
遅
延
で
き
な
い
も
の
で
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
工
事
を
開
始
せ
よ
」
と
株
批
を
つ
け
、
提
案
を
認

め
て
い
る
。



こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
、
子
牙
河
治
水
の
政
策
決
定
の
過
程
に
お
い
て
は
、
乾
隆
帝
と
直
隷
総
督
方
観
承
が
工
部
等
の
審
議
を
経
ず
、
直
接
に

具
瞳
案
を
協
議
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
乾
隆
帝
が
子
牙
河
の
情
況
を
か
な
り
具
瞳
的
に
把
握
し
て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
。

度
々
の
巡
幸
に
よ
る
現
地
把
握
の
結
果
で
あ
ろ
う
。

そ
の
後
、
子
牙
河
水
系
は
小
康
を
得
る
が
、
乾
隆
二
十
四
年
の
秋
の
増
水
期
に
溢
水
に
よ
る
康
範
園
の
被
水
が
護
生
す
る
。
と
は
い
え
、
賓

(
同
)

際
の
被
害
は
牧
穫
の
後
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
大
き
く
は
な
か
っ
た
。
こ
の
時
に
問
題
と
な
っ
た
の
が
、
一
得
花
河
の
河
道
が
嬰
化
し
束
鹿
牒
の
南

を
通
り
寧
菅
牒
に
お
い
て
溢
陽
河
と
合
流
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
河
遁
近
遣
に
住
む
士
民
は
奮
遁
へ
の
導
水
を
訴
え
、
堂
一
州
・
超

州
の
地
方
官
も
奮
路
を
溶
復
し
て
淫
陽
河
に
入
れ
る
よ
う
に
要
請
し
た
が
、
方
観
承
は
九
月
十
五
日
に
乗
船
し
て
自
ら
視
察
を
行
い
、
改
這
し

た
河
川
は
す
で
に
大
河
と
な
っ
て
順
調
に
流
れ
て
お
り
、
奮
河
に
復
す
る
必
要
が
な
い
と
判
断
、
乾
隆
帝
も
そ
れ
に
同
意
し
て
い
る
。
こ
の
中

で
方
観
承
は
、
河
遁
に
近
い
村
荘
は
多
く
は
高
蓋
に
あ
り
、
築
捻
し
て
洪
水
釘
策
を
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
奮
這
・
新
這
隻
方
の
地
が
と
も
に

(
貯
)

「
一
水
一
委
の
地
」
で
あ
り
、
洪
水
後
に
多
く
の
牧
穫
が
見
込
め
る
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。
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翌
乾
隆
二
十
五
年
、
河
聞
府
河
聞
牒
の
子
牙
河
雨
岸
お
よ
び
河
聞
府
景
州
に
お
い
て
は
、
前
年
の
耕
地
冠
水
へ
の
針
醸
と
し
て
、
北
倉
の
漕

(
部
)

米
を
以
工
代
賑
の
例
に
よ
っ
て
現
物
給
附
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
時
、
子
牙
河
東
堤
五
十
九
里
四
分
に
つ
い
て
、
従
来
は

大
城
牒
丞
と
静
海
牒
・
青
牒
の
主
簿
が
管
轄
し
て
い
た
が
、
雨
主
簿
の
裁
汰
に
と
も
な
い
、
全
堤
防
を
大
城
牒
丞
管
轄
と
す
る
こ
と
が
、
方
観

(
印
)

承
の
提
案
か
ら
部
議
を
経
て
決
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
時
期
の
直
隷
省
治
水
・
水
利
行
政
に
闘
し
て
は
、
方
観
承
の
言
を
借
り
て
い
う
な
ら
ば
「
直
隷
水
利
は
し
ば
し
ば
封
策
を
議
求
し
具
樫

(
m
w
)
 

的
工
事
を
興
こ
し
、
遺
漏
は
な
い
」
と
表
現
で
き
よ
う
。

d 

乾
隆
二
十
七
年
以
降
の
方
観
承
の
子
牙
河
治
水

87 

乾
隆
二
十
六
年
に
至
り
、
大
き
な
被
害
を
生
ず
る
洪
水
が
直
隷
省
各
河
川
系
で
起
こ
っ
た
。
子
牙
河
に
お
い
て
も
、
下
流
の
大
城
豚
・
丈
安
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牒
・
静
海
豚
・
天
津
牒
な
ど
の
低
盆
地
に
冠
水
が
起
こ
る
。

乾
隆
二
十
七
年
三
月
初
六
日
、
方
観
承
は
以
下
の
よ
う
な
封
策
を
上
奏
す
る
。
直
隷
各
地
の
水
害
へ
の
封
庭
と
し
て
、
民
力
活
用
を
基
本
線

と
は
す
る
が
、
大
規
模
工
程
に
つ
い
て
は
民
力
に
よ
る
封
庭
が
困
難
で
あ
り
、
ま
た
、
水
定
河
河
工
工
事
の
よ
う
に
銭
糧
を
財
源
と
す
る
「
土
方

之
例
」
に
よ
っ
て
工
事
を
行
う
と
経
費
が
高
額
に
な
る
た
め
、
「
興
工
代
賑
之
例
」
に
よ
り
、
土
一
方
毎
に
米
一
升
、
瞳
菜
銭
八
丈
を
支
給
す

る
こ
と
に
よ
り
工
事
を
行
う
こ
と
と
し
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
米
は
通
州
倉
の
漕
米
二

O
高
石
の
う
ち
賑
岨
に
用
い
た
残
り
を
充
て
る
、
と
い

う
策
で
あ
る
。
方
観
承
は
二
日
後
の
初
八
日
、
関
係
箇
所
に
視
察
に
赴
い
た
。
覗
察
の
結
果
、
四
月
初
六
日
に
必
要
工
事
箇
所
の
確
認
が
な
さ

れ
、
必
要
工
程
量
(
四
六
二
高
四
三
九
一
方
)
必
要
米
石
量
(
四
高
六
二
四
四
石
)
必
要
経
費
(
銀
四
蔦
六
二
四
三
岡
)
が
見
積
も
ら
れ
た
。
子
牙
河

(

川

町

)

関
連
水
系
は
こ
の
方
法
に
よ
っ
て
工
事
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

乾
隆
二
十
八
年
正
月
二
十
六
日
、
乾
隆
十
八
年
の
正
河
・
支
河
の
婆
更
箇
所
の
堆
積
土
砂
の
凌
諜
を
中
心
と
す
る
維
持
工
事
が
行
わ
れ
た
。

(

町

山

)

費
用
は
四
六
二
二
雨
鈴
り
、
財
源
は
樫
担
項
目
(
盤
商
の
献
金
に
よ
る
財
源
か
)
で
あ
っ
た
。
二
十
八
年
の
二
月
に
署
理
吏
部
侍
郎
委
日
修
が
、

ま
た
五
月
か
ら
軍
機
大
臣
・
工
部
尚
書
阿
桂
が
直
隷
省
に
祇
遣
さ
れ
、
方
観
承
と
水
害
問
題
に
つ
い
て
共
同
排
理
し
た
が
、
子
牙
河
の
分
流
地

鈷
以
下
の
流
量
調
査
に
お
い
て
、
正
河
が
四
割
、
支
河
が
六
割
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
正
、
河
を
探
聞
し
て
奮
規
に
復
す
こ
と
を
協
同

で
議
請
し
て
い
た
。
乾
隆
二
十
九
年
正
月
十
一
日
、
方
観
承
が
子
牙
河
の
管
盤
道
路
の
査
明
を
行
っ
た
際
に
、
乾
隆
帝
は
方
観
承
に
面
識
し
子
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牙
河
の
支
河
を
深
通
し
て
改
め
て
正
河
と
な
す
こ
と
を
指
示
し
た
。
方
観
承
は
支
河
が
正
河
に
入
る
個
所
の
形
勢
が
不
順
で
堆
沙
を
起
こ
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
新
た
に
子
牙
村
の
南
か
ら
堤
防
を
穿
っ
て
東
北
に
河
這
二
十
里
を
作
り
、
王
家
口
の
束
の
窪
子
頭
に
引
き
、
正
河
に
蹄
入
さ

(
日
)

せ
、
挑
河
の
際
の
土
砂
は
東
岸
の
堤
防
に
用
い
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
三
月
初
二
日
に
は
工
事
の
詳
細
な
工
程
作
成
と
見
積
も
り
が
な
さ
れ
、

(
叫
)

そ
の
ま
ま
裁
可
さ
れ
た
。
財
源
は
や
は
り
愈
指
項
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
乾
隆
三
十
二
年
三
月
初
一
日
、
乾
隆
帝
は
天
津
巡
幸
に
際
し
て
子
牙
河
を
覗
察
し
た
。
そ
の
際
帝
は
、
丈
安
牒
の
千
里
長
院
の
灘

里
か
ら
格
淀
院
の
聞
に
堤
防
が
無
い
こ
と
を
指
摘
し
、
多
雨
期
に
は
村
民
一
}
(
二
千
戸
、
地
畝
に
し
て
千
絵
頃
に
被
害
が
出
る
こ
と
を
示
し
、



(

日

)

(

山

山

)

方
観
承
に
堤
防
の
建
築
を
命
じ
た
。
方
観
承
は
四
月
十
四
日
に
覆
奏
し
、
該
首
箇
所
の
工
事
要
領
を
報
告
し
、
堤
防
建
設
が
賓
現
し
た
。
こ
れ

は
、
ま
っ
た
く
乾
隆
帝
の
護
意
に
よ
る
治
水
工
事
で
あ
る
。

ま
た
同
じ
月
、
乾
隆
二
十
九
年
に
行
っ
た
子
牙
新
河
凌
諜
時
の
凌
諜
土
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
子
牙
村
の
南
か
ら
王
家
口
ま
で
の
長
さ
二
十
二

里
の
東
岸
堤
防
に
つ
い
て
、
増
水
後
に
堆
砂
が
見
ら
れ
溢
水
の
恐
れ
が
あ
り
、
さ
ら
に
北
風
時
の
水
迭
流
等
に
よ
り
堤
防
の
浸
食
が
存
在
す
る

た
め
、
修
理
の
必
要
が
あ
る
こ
と
が
方
観
承
に
よ
っ
て
上
奏
さ
れ
た
。
費
用
見
積
も
り
一
五
三

O
飴
雨
で
、
天
津
遁
庫
の
河
砂
租
銀
(
堤
防
外

(
計
)

の
河
川
敷
を
耕
地
と
し
て
貸
奥
し
て
得
た
財
源
)
を
動
用
す
る
こ
と
と
し
、
即
時
に
裁
可
さ
れ
た
。

以
上
、
直
隷
総
督
任
後
の
方
観
承
に
よ
る
子
牙
河
治
水
に
つ
い
て
見
た
。
明
ら
か
な
特
色
は
、
政
策
決
定
過
程
に
お
い
て
、
方
観
承
の
裁
量

が
非
常
に
大
き
い
こ
と
で
あ
る
。
清
朝
の
官
僚
政
治
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
は
、
高
官
に
な
る
ほ
ど
、
総
督
と
巡
撫
、
督
撫
と
六
部
な
ど
、

ヰ
Ja

中。

同
等
の
権
限
を
有
す
る
官
僚
が
並
立
し
て
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
形
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
時
期
の
方
観
承
は
皇
帝
の
支
持
・
承
認
を
得
る

ほ
ぼ
構
想
通
り
の
政
策
を
遂
行
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
乾
隆

(

山

山

)

初
期
に
直
隷
河
道
線
督
と
直
隷
総
督
が
並
立
し
て
い
る
と
き
に
は
、
彼
ら
の
聞
の
考
え
の
違
い
が
問
題
化
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
乾
隆
八
年

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
他
の
官
僚
の
牽
制
を
、
つ
け
る
こ
と
な
く
、
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か
ら
事
賓
上
直
隷
総
督
と
直
隷
河
道
徳
督
は
粂
管
と
な
っ
て
い
た
。
巡
撫
も
置
か
れ
て
い
な
い
直
隷
省
は
、
治
水
問
題
に
限
ら
ず
総
督
の
決
定

(ω) 

権
が
強
い
。
ま
た
中
央
の
戸
部
・
工
部
も
嘉
正
期
か
ら
の
地
方
官
河
道
管
轄
制
と
乾
隆
初
期
の
現
地
舎
計
シ
ス
テ
ム
の
整
備
に
よ
っ
て
、
管
轄

で
き
る
範
園
、
あ
る
い
は
部
駁
を
行
う
範
園
が
極
め
て
限
定
さ
れ
て
い
る
。
河
工
技
術
的
問
題
に
つ
い
て
も
乾
隆
帝
の
方
観
承
へ
の
信
頼
は
厚

く
、
彼
の
護
案
に
よ
る
治
水
工
事
の
ほ
と
ん
ど
は
、
乾
隆
初
期
に
多
か
っ
た
工
部
の
議
准
と
い
う
手
績
き
を
と
る
こ
と
な
く
、
直
接
裁
可
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
乾
隆
帝
は
し
ば
し
ば
直
隷
省
各
地
に
巡
幸
し
、
ま
た
外
省
に
出
る
際
に
は
首
然
直
隷
省
を
経
過
す
る
た
め
、
庖
従
に
首
た
る

こ
と
が
多
い
方
観
承
に
と
っ
て
は
面
奏
し
て
直
接
意
思
疎
通
す
る
機
舎
も
多
い
。
少
吐
の
乾
隆
帝
が
最
も
活
動
的
な
乾
隆
前
期
に
お
い
て
、
遁
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切
な
政
策
課
題
設
定
(
ア
ジ
工
ン
ダ
セ
ツ
テ
イ
ン
グ
)
を
行
っ
て
、
行
政
慮
理
を
進
め
て
い
く
方
観
承
は
、
清
朝
の
政
治
的
存
立
基
盤
で
あ
る

(
刊
)

「
枇
舎
の
安
寧
と
高
民
の
調
和
的
生
存
の
賓
現
」
に
最
も
適
任
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
方
観
承
は
、
三
十
三
年
八
月



90 

に
死
去
す
る
。
直
隷
総
督
の
在
任
期
間
は
後
の
李
鴻
章
に
次
ぐ
異
例
の
長
さ
で
あ
っ
た
。

(e) 
方
観
承
以
後
の
政
策

(
九
)

方
観
承
の
死
の
約
一
年
後
、
乾
隆
三
十
四
年
七
月
二
十
日
、
長
董
盤
政
で
あ
っ
た
高
誠
が
、
溢
陽
河
に
つ
い
て
の
奏
摺
を
提
出
し
た
。
ま
ず
、

高
誠
は
「
こ
の
河
は
磁
州
か
ら
翼
州
・
寧
耳
目
等
の
州
牒
を
経
由
し
て
天
津
に
直
達
す
る
。
客
貨
・
民
船
は
績
々
と
往
来
し
て
い
る
。
長
董
商
人

は
翼
州
・
寧
晋
等
の
三
十
徐
州
牒
の
引
盟
を
行
運
す
る
際
に
皆
な
こ
の
河
に
よ
っ
て
各
慮
に
運
往
し
、
ま
た
錆
害
し
て
き
た
が
、
歴
来
に
お
い

て
船
揖
流
通
に
ま
っ
た
く
滞
り
は
な
い
」
と
、
こ
の
河
川
が
長
重
盟
行
盟
路
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。

つ
づ
け
て
、
「
乾
隆
三
十
二
年
に
涛
沌
河
の
水
が
糞
州
・
寧
耳
目
二
州
牒
の
境
内
の
溢
陽
河
に
入
り
、
土
砂
堆
積
を
お
こ
し
た
。
こ
の
時
商
人

晋
鎮
生
寸
が
地
方
官
に
凌
諜
を
要
請
し
た
が
、
は
か
ば
か
し
く
進
展
せ
ず
、
三
十
三
年
の
春
に
、
長
董
盟
運
使
に
呈
請
し
て
二
千
七
百
飴
雨
の
資

金
を
供
出
し
、
盟
運
使
の
汲
遣
し
た
委
員
と
と
も
に
凌
諜
を
行
い
、

五
月
に
完
了
し
た
。
し
か
し
、
七
月
に
至
り
津
花
河
水
が
再
び
流
入
し
、

土
砂
堆
積
を
お
こ
し
た
。
長
董
盟
運
使
の
詳
に
よ
る
と
、
商
人
達
は
渡
諜
費
用
の
擦
出
が
で
き
ず
、
直
隷
線
督
へ
の
移
杏
を
請
願
し
て
き
た
。

90 

よ
っ
て
、
盟
運
使
は
前
任
直
隷
総
督
方
観
承
に
移
杏
し
、
方
観
承
は
糞
州
・
寧
晋
牒
に
命
じ
て
凌
諜
を
行
わ
せ
た
」
と
、
前
々
年
、
前
年
の
方

観
承
在
任
時
の
状
況
を
整
理
す
る
。

そ
し
て
、
三
十
四
年
の
状
況
に
記
述
を
轄
ず
る
。
「
三
十
四
年
の
五
月
に
至
り
、
直
隷
総
督
楊
廷
産
が
長
董
瞳
政
に
出
し
た
苔
丈
に
よ
る
と
、

昨
年
波
諜
業
務
を
現
地
で
行
っ
た
糞
州
知
州
・
寧
菅
知
鯨
か
ら
清
河
遁
へ
の
詳
に
、
『
三
十
三
年
の
凌
諜
は
該
慮
の
積
水
を
な
く
す
た
め
で
あ

り
、
盟
運
に
利
す
る
た
め
で
は
な
い
。
溢
陽
河
は
長
重
商
人
の
盟
運
の
匝
で
あ
る
か
ら
、
今
後
は
商
人
に
凌
諜
業
務
を
行
わ
せ
た
い
』
、
と
あ

一
方
、
商
人
達
の
呈
に
よ
る
と
、
今
年
再
ぴ
土
砂
堆
積
を
お
こ
し
て
お
り
、
客
船
・
盟
船
二
l
三
百
隻
が
停
滞
を
絵
儀
な
く
さ
れ
て
い

っ
た
。

る
。
地
方
官
が
渡
諜
業
務
を
行
わ
な
い
以
上
、
商
人
が
自
ら
行
う
必
要
が
あ
る
が
、
商
人
に
は
治
水
の
情
況
判
断
、
民
夫
の
雇
用
な
ど
が
現
賓

に
は
で
き
な
い
。
よ
っ
て
、
地
方
官
が
凌
諜
業
務
を
施
行
し
、
必
要
な
費
用
に
つ
い
て
は
商
人
が
負
携
す
る
形
に
し
た
い
」
と
す
る
。
凌
諜
業



務
の
主
瞳
と
な
る
べ
き
も
の
に
つ
い
て
、
官
と
民
と
の
主
張
に
食
い
違
い
が
あ
る
。

高
誠
は
、
更
に
、
衡
水
牒
か
ら
寧
音
牒
に
か
け
て
の
百
絵
里
の
土
砂
堆
積
と
、
そ
れ
に
よ
り
盟
船
・
民
船
が
足
止
め
を
絵
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
述
べ
、
溢
陽
河
は
三
十
徐
州
牒
の
客
貨
・
民
船
の
往
来
の
交
通
路
で
あ
り
、
ま
た
沿
河
村
荘
の
田
畝
に
も
影
響
が
あ
る
と
し
て
、
凌

諜
は
瞳
船
の
た
め
だ
け
で
は
な
い
こ
と
を
強
調
す
る
一
方
、
商
人
に
よ
る
河
工
業
務
が
不
可
能
で
あ
る
以
上
、
長
重
盟
運
使
や
商
人
等
の
要
請

の
と
お
り
に
、
直
隷
線
督
・
清
河
這
と
い
う
指
揮
系
統
の
も
と
、
州
牒
に
民
夫
の
雇
用
と
速
や
か
な
凌
諜
業
務
を
行
わ
せ
、
河
工
の
定
例
に
よ

っ
て
工
事
費
用
を
見
積
も
り
決
算
し
、
そ
の
後
商
人
遣
の
損
資
を
清
河
遁
庫
に
償
還
さ
せ
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
そ
の
よ
う
に
す
れ
ば
、
固

課
・
民
食
嬰
方
に
利
益
が
あ
る
、
と
す
る
。
た
だ
、
溢
陽
河
に
か
か
わ
る
商
人
は
三
十
鈴
家
で
、
引
盟
額
も
少
な
く
、
毎
年
の
損
資
の
擦
出
は

困
難
で
あ
る
か
ら
、
直
隷
総
督
に
何
ら
か
の
封
策
を
講
じ
る
よ
う
に
救
命
し
て
い
た
だ
き
た
い
、
と
主
張
す
る
。
お
お
む
ね
瞳
商
た
ち
の
主
張

に
沿
っ
た
意
見
具
申
で
あ
る
。

乾
隆
帝
は
、
首
日
直
ち
に
上
論
を
設
す
る
。
帝
は
堆
積
個
所
が
運
瞳
の
経
路
で
あ
る
以
上
、
商
人
に
自
ら
凌
諜
を
行
わ
せ
る
こ
と
は
麿
分
な
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こ
と
で
あ
る
、
と
い
う
認
識
を
示
す
一
方
で
、
現
賓
的
に
は
高
誠
が
指
摘
す
る
技
術
や
労
働
力
雇
用
等
の
問
題
か
ら
い
っ
て
も
、
地
方
官
が
凌

諜
業
務
を
行
い
、
費
用
は
商
人
が
負
携
す
る
形
を
ょ
い
と
す
る
。
ま
た
乾
隆
帝
は
、
方
観
承
の
後
任
の
直
隷
線
叔
自
で
あ
る
楊
廷
埠
に
乾
隆
二
十

九
年
の
凌
諜
業
務
の
合
計
監
査
を
命
ず
る
と
と
も
に
、
凌
諜
を
し
た
に
も
闘
わ
ら
ず
、
か
よ
う
に
短
期
間
に
お
い
て
堆
砂
し
て
し
ま
っ
た
原
因

(η) 

に
つ
い
て
報
告
す
る
こ
と
指
示
し
、
あ
わ
せ
て
現
地
へ
楊
廷
産
自
ら
調
査
へ
行
く
こ
と
を
命
ず
る
。

楊
廷
葺
は
、
七
月
二
十
三
日
に
奏
摺
を
提
出
し
、
二
十
九
年
の
該
地
の
凌
諜
費
用
に
つ
い
て
二
百
十
八
雨
と
報
告
し
、
ま
た
、
溢
陪
河
と
捧

花
河
曾
流
の
個
所
は
増
水
期
の
水
が
運
ん
で
き
た
土
砂
が
残
る
こ
と
が
堆
積
の
原
因
だ
と
す
る
。
ま
た
、
従
来
は
堆
砂
に
よ
り
盟
運
の
運
行
が

で
き
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
商
人
が
出
資
し
地
方
官
が
民
夫
を
雇
用
し
、
賃
金
は
地
方
官
の
手
を
経
ず
に
商
人
が
自
ら
給
し
て
い
た
、
と
す

(

ね

)

(

九

)

る
。
ま
た
、
楊
廷
産
は
八
月
初
一
日
に
、
清
河
遁
李
湖
と
と
も
に
現
地
調
査
を
行
っ
た
こ
と
を
報
告
し
、
こ
の
中
で
、
新
た
に
認
識
し
た
事
柄

と
し
て
、
三
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
、
淫
陽
河
の
水
源
が
あ
る
磁
州
の
農
民
が
水
利
管
田
の
謹
瓶
用
水
と
し
て
取
水
し
て
い
る
こ
と
が
淫
陽
河

91 
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(
市
)

の
水
量
の
減
少
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
遮
べ
る
。

楊
廷
埠
は
さ
ら
に
八
月
初
六
日
に
奏
摺
を
提
出
し
、
貨
物
船
や
盟
船
は
二
月
か
ら
三
月
の
聞
に
集
中
的
に
輸
送
を
行
い
、
も
し
水
量
が
不
足

し
た
場
合
に
は
津
花
河
・
溢
陽
河
の
舎
流
の
個
所
に
待
機
し
て
夏
の
増
水
期
に
移
動
を
す
る
と
い
う
の
が
歴
年
の
情
況
で
あ
る
、
と
す
る
。
ま

た
濁
自
の
調
査
に
よ
り
、
長
董
瞳
商
は
す
で
に
こ
の
よ
う
な
情
況
を
熟
知
し
て
お
り
、
例
年
そ
れ
を
見
越
し
た
上
で
の
行
盟
を
お
こ
な
っ
て
い

る
、
と
い
う
事
賓
を
把
握
し
て
い
る
。
管
轄
外
の
保
定
の
総
督
街
門
に
は
依
擦
す
べ
き
成
案
が
な
い
た
め
、
長
董
瞳
政
に
調
査
さ
せ
、
定
例
と

異
な
っ
た
形
で
行
盟
の
結
果
、
船
運
の
支
障
を
来
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
商
人
達
に
牛
車
を
自
ら
雇
用
さ
せ
、
陸
連
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
、

と
す
る
。
楊
廷
埠
は
八
月
下
旬
に
磁
州
の
濯
蹴
取
水
が
終
わ
る
の
を
待
ち
、
そ
れ
以
降
に
な
お
船
の
運
行
に
支
障
が
あ
れ
ば
、
盟
政
と
協
議
の

上
、
地
方
官
・
委
員
に
民
夫
を
集
め
さ
せ
て
凌
諜
を
行
わ
せ
る
、
と
す
る
。
ま
た
、
高
誠
が
い
う
よ
う
な
、
ま
ず
官
が
工
事
費
用
を
出
し
、
後

(
市
)

に
瞳
商
が
そ
の
分
を
遁
庫
に
償
還
さ
せ
る
と
い
う
方
法
は
青
吏
等
の
不
正
を
生
み
安
告
固
な
策
で
は
な
い
、
と
述
べ
る
。
楊
廷
嘩
は
高
誠
の
意
に

こ
の
上
奏
を
受
け
、
乾
隆
帝
は
軍
機
大
臣
と
楊
廷
埠
お
よ
び
高
誠
の
三
者
合
談
で
決
着
を
つ
け
る
よ
う
に
指
示
、
十
口
同
誠
は
直
ち
に
結
論
は
出
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反
し
て
、
安
易
な
財
政
出
動
を
抑
制
し
よ
う
と
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。

し
か
ね
る
と
し
て
盟
運
使
に
命
じ
て
盟
商
を
集
め
て
審
問
調
査
す
る
事
と
し
、
天
津
に
戻
っ
た
。
軍
機
大
臣
予
繕
善
は
そ
の
旨
を
上
奏
し
裁
可

を
得
る
。
九
月
初
九
日
、
吉
岡
誠
は
、
盟
運
使
紀
虚
中
の
調
査
に
基
づ
き
、
九
月
段
階
で
磁
州
が
閉
門
を
あ
け
た
後
の
翼
州
附
近
の
水
位
は
二
尺

こ
す
か
ら
五
寸
で
、
小
船
な
ら
ば
運
行
が
可
能
で
あ
る
が
、
数
カ
所
で
や
は
り
河
床
が
高
く
、
凌
諜
の
必
要
が
あ
る
こ
と
を
い
う
。
ま
た
、
盟

商
に
詞
問
し
た
と
こ
ろ
、
商
人
耳
目
鎮
・
劉
岱
は
、
「
盟
船
が
衡
水
時
焦
旺
村
で
前
進
が
で
き
な
く
な
っ
て
も
、
周
遣
の
輩
一
州
・
南
宮
等
は
近
い

の
で
盟
商
に
よ
る
陸
運
で
庭
理
で
き
る
が
、
そ
れ
よ
り
遠
方
の
州
豚
で
は
、

一
基
の
車
で
五
包
、

一
日
の
行
程
七
!
八
十
里
、

一
日
の
脚
債
は

一
雨
二

l
一
一
一
鏡
、
瞳
は
全
部
で
十
高
包
、
と
い
う
こ
と
か
ら
数
高
雨
の
費
用
が
か
か
る
た
め
、
水
路
の
凌
諜
を
望
む
」
、
と
い
う
。
よ
っ
て
高

誠
は
盟
運
使
と
の
協
議
の
結
果
、
指
銀
を
集
め
る
の
に
は
時
聞
が
か
か
る
の
で
と
り
あ
え
ず
は
庫
内
の
閑
款
よ
り
二
千
五
百
雨
を
支
出
し
商
人

(
打
)

に
奥
え
て
現
場
に
行
か
せ
、
地
方
官
と
合
同
さ
せ
民
夫
を
集
め
凌
諜
工
事
を
行
う
こ
と
と
し
、
乾
隆
帝
は
こ
の
案
を
裁
可
し
た
。



以
上
の
政
策
過
程
に
お
い
て
は
、
こ
の
時
以
前
に
は
表
面
に
は
出
て
こ
な
か
っ
た
、
長
董
盟
商
の
行
盟
の
問
題
が
焦
黙
と
な
る
。
そ
し
て
長

董
瞳
政
(
涌
包
衣
紋
)
と
い
う
新
し
い
ア
ク
タ
ー
が
、
直
隷
省
の
治
水
行
政
に
関
わ
っ
て
い
き
、
最
終
的
に
は
長
董
瞳
商
人
達
の
要
請
が
通
る

形
と
な
る
。
こ
の
動
き
は
、
行
瞳
の
問
題
が
こ
の
年
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り
え
な
い
こ
と
か
ら
見
て
も
、
方
観
承
の
死
を
き
っ
か
け
に
表
に
出

た
可
能
性
が
高
い
。
直
隷
省
の
治
水
を
ど
の
よ
う
に
長
期
的
に
デ
ザ
イ
ン
し
被
害
を
最
小
限
に
留
め
て
い
く
か
、
と
い
う
方
観
承
的
な
観
賄
よ

り
も
、
短
期
的
な
利
権
が
優
先
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
、
こ
の
政
策
過
程
は
象
徴
す
る
も
の
で
あ
る
。
長
董
瞳
政
が
駐
在
す
る
天
津
を
擦

貼
と
す
る
政
治
的
動
き
は
、
盟
と
い
う
内
務
府
が
ら
み
の
財
政
問
題
・
利
権
問
題
と
密
接
に
闘
わ
る
微
妙
な
政
治
問
題
で
あ
る
。
直
隷
総
督
と

の
協
議
に
漏
人
の
軍
機
大
臣
手
縫
善
が
入
っ
た
こ
と
は
そ
の
表
わ
れ
で
あ
ろ
う
。

お

わ

り

乾
隆
三
十
年
代
ま
で
の
子
牙
河
の
治
水
事
業
の
流
れ
を
、
本
稿
の
は
じ
め
に
問
題
提
起
し
た
政
策
の
長
期
的
嬰
化
と
い
う
観
貼
か
ら
見
る
と
、

以
下
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。

(
1
)
康
照
後
期
は
、
中
央
が
闘
興
し
た
形
で
瞳
系
的
な
堤
防
が
作
ら
れ
た
制
度
確
立
期
で
あ
り
、

(
2
)
嘉
正
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期
か
ら
乾
隆
初
期
は
、
官
制
を
中
心
と
し
た
制
度
的
大
枠
の
完
成
時
期
で
あ
り
、

(
3
)
乾
隆
前
期
は
、
細
か
い
修
正
は
加
え
ら
れ
な
が
ら
も
、

お
お
む
ね
制
度
の
適
切
な
運
用
が
な
さ
れ
た
時
期
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
時
期
も
、
中
華
帝
園
を
支
え
る
南
北
経
済
循
環
が
十
分
に
機
能
し
て
い

(
国
)

る
た
め
、
明
末
や
清
末
の
南
北
経
済
循
環
機
能
の
不
全
期
に
現
れ
る
華
北
自
給
論
な
ど
と
い
う
観
貼
は
全
く
無
い
。
そ
れ
よ
り
も
現
賓
に
生
じ

て
い
る
直
隷
地
域
の
諸
問
題
に
封
庭
す
る
形
で
政
策
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
、
治
水
事
業
と
い
う
惇
統
的
蓄
積
が
あ
る
政
策
で
あ
る
た
め
、

微
調
整
は
適
宜
行
わ
れ
た
が
、
革
新
的
な
新
制
度
の
創
出
に
は
至
ら
ず
、
ま
た
、
政
策
の
背
景
に
あ
る
惇
統
的
批
合
思
想
を
ゆ
る
が
す
こ
と
は

な
か
っ
た
。
以
上
指
摘
し
た
貼
は
永
定
河
の
治
水
政
策
と
も
共
通
し
て
い
る
。

政
策
決
定
過
程
に
現
れ
る
パ
タ
ー
ン
に
閲
し
て
見
れ
ば
、
清
朝
の
政
治
過
程
は
、
皇
帝
・
官
僚
の
個
人
的
資
質
や
二
者
聞
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
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関
係
に
よ
っ
て
異
な
る
様
相
を
一
不
す
。
本
稿
で
論
じ
た
乾
隆
前
期
の
直
隷
省
治
水
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
政
務
に
意
欲
的
な
昔
時
の
乾
隆
帝
と
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高
い
行
政
手
腕
を
持
つ
総
督
方
観
承
の
聞
に
お
け
る
政
策
決
定
が
次
第
に
主
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
き
、
政
策
決
定
過
程
に
お
け
る
中
央
、
特

に
工
部
の
相
封
的
な
地
位
低
下
が
確
認
で
き
る
。
そ
れ
と
と
も
に
乾
隆
三
十
年
以
降
は
、
天
津
を
中
心
と
し
た
長
董
瞳
政
と
そ
の
背
後
の
利
益

集
圏
で
あ
る
瞳
商
の
治
水
行
政
に
お
け
る
ア
ク
タ
ー
と
し
て
の
出
現
が
見
て
取
れ
る
。
こ
れ
ら
の
督
撫
の
権
力
仲
張
と
地
方
利
益
圏
瞳
の
相
封

的
な
影
響
力
の
増
大
は
、
清
代
後
期
に
至
る
地
方
へ
の
権
力
分
権
へ
の
萌
芽
と
も
許
慣
で
き
る
。
以
上
は
本
稿
で
の
賓
詮
の
成
果
を
踏
ま
え
た

」
の
時
期
以
降
の
清
朝
の
権
力
過
程
の
特
質
で
あ
る
と
い
え
る
。

総
括
す
れ
ば
、
清
代
乾
隆
前
期
ま
で
の
直
隷
地
域
で
は
、
皇
帝
の
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
督
撫
の
適
切
な
政
策
提
案
、
ま
た
重
貼
的
諮

項
投
入
に
よ
る
堤
防
の
維
持
管
理
シ
ス
テ
ム
と
い
う
制
度
的
枠
組
み
に
守
ら
れ
な
が
ら
、
一
枇
舎
資
本
の
整
備
と
地
域
の
再
開
設
が
進
み
、
可
耕

地
・
可
居
住
地
が
擦
大
し
、
増
加
す
る
人
口
を
吸
収
し
た
。
ま
た
、
治
水
・
水
利
工
事
は
雇
用
の
確
保
と
い
う
機
能
も
果
た
し
た
。
さ
ら
に
、

(
内
)

被
災
時
に
は
、
京
師
に
輸
迭
さ
れ
る
べ
き
漕
米
が
殻
出
さ
れ
て
臨
機
の
封
一
階
が
な
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
施
策
を
可
能
に
し
た
の
は
、
首
時
の
経

(
的
)

済
的
な
好
況
拭
況
で
あ
り
、
専
制
的
性
格
を
も
っ
王
朝
の
直
接
的
影
響
力
が
個
別
の
枇
舎
構
成
員
に
相
封
的
に
強
く
作
用
し
、
一
吐
合
同
も
安
定
を
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示
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
確
信
的
な
反
清
勢
力
を
除
く
、
大
部
分
の
一
吐
曾
構
成
員
の
清
朝
へ
の
白
鷺
的
な
統
合
志
向
が
存
在
し
え
た
と
い
え
る
。

(
紅
)

た
だ
、
江
南
地
方
な
ど
の
一
吐
舎
の
成
長
と
一
定
の
自
律
化
を
み
せ
て
い
る
地
域
と
比
較
し
て
直
隷
地
域
は
社
合
白
躍
の
包
揚
力
が
脆
弱
な
た
め
、

清
朝
の
統
合
力
が
弱
く
な
っ
て
い
く
と
、
容
易
に
枇
舎
が
不
安
定
化
す
る
。
宗
教
結
一
祉
な
ど
に
人
々
が
取
り
込
ま
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
背
景

(
泣
)

で
あ
ろ
う
。

(

凶

∞

)

展
望
と
し
て
示
せ
ば
乾
隆
後
期
か
ら
十
九
世
紀
末
に
い
た
る
過
程
で
、
直
隷
省
の
治
水
・
水
利
政
策
の
盟
系
性
は
低
下
し
て
い
く
。
二
十
世

紀
に
至
っ
て
行
わ
れ
る
上
流
の
ダ
ム
貯
水
に
よ
る
洪
水
調
節
技
術
は
ま
だ
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
堤
防
に
依
存
す
る
昔
時
の
技
術
水
準
に
お
け
る
治

水
は

一
旦
河
這
嬰
更
な
ど
を
し
て
も
、
本
論
で
の
子
牙
河
の
正
河
・
支
河
の
十
年
単
位
で
の
壁
更
に
み
え
る
よ
う
に
、
長
期
間
に
殺
果
が
あ

(
剖
)

る
わ
け
で
は
な
く
、
常
に
賦
況
を
み
て
封
策
を
講
じ
、
同
時
に
堤
防
の
日
常
的
な
維
持
管
理
を
遂
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
い
っ
た
シ

ス
テ
ム
が
乾
隆
後
宇
か
ら
う
ま
く
機
能
し
な
く
な
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。



最
後
に
、
分
析
を
進
め
て
行
く
に
あ
た
っ
て
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
一
つ
の
事
柄
を
強
調
し
て
、
本
稿
の
結
び
と
し
た
い
。
そ
れ
は
天
津
の

(
前
)

存
在
で
あ
る
。
十
九
世
紀
に
至
り
こ
の
都
市
は
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
で
脚
光
を
浴
び
る
の
で
あ
る
が
、
乾
隆
期
に
お
い
て
も
直
隷
省
経
済
あ
る
い

は
行
政
の
要
の
位
置
に
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
で
あ
ろ
う
。
天
津
周
遣
は
長
董
盟
の
産
地
で
あ
り
、
瞳
商
が
政
治
過
程
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を

占
め
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
子
牙
河
等
の
河
川
交
通
を
つ
う
じ
て
、
直
隷
省
南
部
の
物
資
が
集
ま
り
、
ま
た
南
運
河
か
ら
は
、
江
南
か
ら
の

漕
運
米
が
集
積
さ
れ
る
。
災
害
時
に
は
首
局
は
こ
の
天
津
を
擦
貼
と
し
て
賑
岨
を
行
い
、
結
果
、
王
朝
の
財
が
直
隷
省
の
一
吐
舎
の
維
持
の
た
め

に
投
下
さ
れ
る
。
園
式
的
に
三

T
ん
ば
、
総
督
・
布
政
使
・
按
察
使
が
駐
在
す
る
政
治
都
市
保
定
と
、
長
董
瞳
の
産
地
、
漕
運
・
奉
天
米
流
通
の

の
構
造
を
規
定
し
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

結
節
貼
、
直
隷
省
物
資
の
集
積
地
と
し
て
の
経
済
都
市
天
津
と
い
う
こ
つ
の
中
心
が
、
十
八
世
紀
中
期
以
降
の
直
隷
省
の
政
治
・
経
済
・
行
政

本
論
で
提
示
し
た
乾
隆
後
半
か
ら
十
九
世
紀
に
お
け
る
シ
ス
テ
ム
不
全
の
問
題
、

題
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
す
る
。
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-
言
回(

1
)

拙
稿
「
清
中
期
直
隷
省
に
お
け
る
地
域
経
済
と
行
政
|
|
永
定
河

治
水
を
中
心
と
し
て
|
|
」
川
勝
守
編
『
束
ア
ジ
ア
に
お
け
る
生
産

と
流
通
の
際
史
祉
舎
内
学
的
研
究
」
、
中
図
書
席
、
一
九
九
三
。
こ
こ

で
い
う
「
枇
曾
資
本
」
は
、
首
時
に
お
い
て
水
利
・
治
水
の
設
備
を

「
不
掲
之
常
平
」
、
「
無
形
之
務
裁
」
(
『
高
宗
賓
録
』
巻
二
会
六
、
乾

隆
九
年
五
月
乙
西
、
山
西
道
監
察
御
史
柴
潮
生
奏
)
と
位
置
づ
け
て

い
る
こ
と
を
解
岬
押
し
た
も
の
で
あ
る
。

(
2
)

拙
稿
「
明
清
期
畿
輔
水
利
論
の
位
相
」
『
束
洋
文
化
研
究
所
紀

要
』
第
一
二
五
冊
、
一
九
九
四
。

(
3
)
森
田
明
「
清
代
畿
輔
地
域
の
水
利
管
出
政
策
」
(
『
清
代
水
利
枇
曾

さ
ら
に
は
天
津
を
結
節
黙
と
す
る
南
運
河
・
北
運
河
の
問

95 

史
の
研
究
』
凶
書
刊
行
舎
、
一
九
九
O
、
所
枚
、
以
下
森
田
A
論
文
)
、

同
「
清
代
直
隷
の
清
河
治
水
と
千
里
長
限
|
|
文
安
隠
工
に
お
け
る

旗
人
問
題
を
中
心
に
|
|
」
(
『
清
代
の
水
利
と
地
域
枇
舎
』
中
図
書

出
、
二

O
O
二
、
所
収
。
以
下
森
田
B
論
文
)
、
田
口
宏
二
朗
「
明
末

畿
輔
地
域
に
お
け
る
水
利
開
設
事
業
に
つ
い
て
|
|
徐
貞
明
と
涛
花

河
河
工
|
|
」
「
史
皐
雑
誌
』
一

O
六
六
、
一
九
九
七
。
附
言
す
れ

ば
拙
論
は
、
森
田
氏
の
「
南
糧
北
調
髄
制
」
と
い
う
問
題
の
存
在
白

躍
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
健
制
が
後
期
中
華
帝
図
を
一

貫
し
て
支
え
て
い
る
こ
と
は
、
註
(
2
)
前
掲
拙
稿
で
も
述
べ
た
通
り

で
あ
る
。
た
だ
、
薬
正
・
乾
隆
期
の
よ
う
な
相
到
的
な
王
朝
の
安
定
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期
に
は
こ
の
程
制
白
慨
が
問
題
に
な
る
こ
と
は
な
く
、
治
水
・
水
利

論
の
基
底
に
そ
の
健
制
解
消
に
よ
る
問
題
解
決
と
い
う
楓
貼
は
無
い
。

(
4
)

清
末
の
子
牙
河
治
水
に
つ
い
て
は
山
本
進
「
清
代
直
隷
の
地
域
経

済
と
李
鴻
章
の
直
隷
統
治
」
『
名
古
屋
大
島
ナ
東
洋
史
研
究
報
告
」
二

十
四
、
二

0
0
0、
が
論
及
す
る
。
こ
こ
で
山
本
氏
は
筆
者
が
拙
稿

「
乾
隆
初
期
の
通
貨
政
策
|
|
直
隷
省
を
中
心
と
し
て
|
|
」
『
九

州
大
事
東
洋
史
論
集
』
十
八
、
一
九
九

O
、
に
お
い
て
論
じ
た
直
隷

省
の
「
地
域
経
済
」
の
内
宰
貝
に
つ
い
て
批
判
す
る
。
確
か
に
山
本
氏

の
「
地
域
経
済
」
の
定
義
に
印
せ
ば
筆
者
の
奮
稿
に
お
け
る
議
論
は

成
立
し
な
い
。
筆
者
の
硯
角
は
一
貫
し
て
行
政
主
憶
が
認
識
す
る
地

域
で
あ
り
、
生
産
力
が
低
い
直
隷
省
に
お
い
て
は
行
政
主
導
の
経
済

政
策
が
こ
の
地
域
の
経
済
活
動
に
大
き
な
意
味
を
持
つ
こ
と
か
ら
、

こ
の
秘
角
も
意
味
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
し
、
本
稿
で
も
そ
れ
は
同

様
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
も
っ
て
「
地
域
経
済
」
と
す
る
の
は

確
か
に
安
易
で
あ
っ
た
。

(
5
)

政
治
過
程
の
理
論
に
つ
い
て
は
、
「
政
治
過
程
と
い
う
概
念
は
、

本
来
、
一
方
の
極
に
政
策
過
程
の
モ
デ
ル
を
、
他
方
の
極
に
権
力
過

程
の
モ
デ
ル
を
も
つ
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
権
力
過
程
と
は
、

あ
る
特
定
の
ア
ク
タ
ー
が
、
様
々
な
イ
シ
ュ

l
・
政
策
を
手
段
と
し

て
使
い
な
が
ら
、
自
ら
の
権
力
・
影
響
力
を
維
持
、
増
進
さ
せ
て
い

く
過
程
と
し
て
定
義
さ
れ
る
。
言
い
換
え
る
と
、
あ
る
政
治
過
程
は

(
特
定
の
政
策
の
展
開
過
程
と
し
て
の
)
政
策
過
程
と
も
、
(
特
定

の
ア
ク
タ
ー
聞
の
)
権
力
過
程
と
も
、
み
る
こ
と
が
で
き
る
o
」
(
大

巌
秀
夫
『
政
策
過
程
』
東
京
大
墜
出
版
台
、
一
九
九

O
、
二

O
四

頁
)
と
い
う
記
遮
を
参
照
し
た
。

拙
稿
「
乾
隆
九
年
京
師
銭
法
八
倹
の
成
立
過
程
お
よ
び
そ
の
結
末

|
|
乾
隆
初
年
に
お
け
る
政
策
決
定
過
程
の
一
側
面
|
|
」
『
九
州

大
皐
東
洋
史
論
集
』
一
一
一
一
一
、
一
九
九
五
。

(
7
)

河
川
白
岨
胞
の
デ
ー
タ
は
、
以
下
す
べ
て
二
十
世
紀
に
お
け
る
記
遮

に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
参
手
ぢ
の
た
め
に
遮
べ
る
。
川
幅
は
河
口
の
紅

橋
に
お
い
て
は
七
!
八

O
m
、
沙
宜
向
附
近
に
お
い
て
一
二
l
四
O
m
、

正
定
に
お
い
て
二

O
m
、
と
い
う
の
が
通
常
の
状
態
で
あ
る
が
、
増

水
期
に
お
い
て
は

-
O
O
m
を
越
え
、
一

k
m
に
及
ぶ
時
も
あ
る
と

い
う
。
水
深
は
平
時
下
流
河
口
の
五

m
を
最
大
と
し
て
平
均
一
二

m
、

沙
各
橋
上
流
は
一

m
か
ら
五

0
c
m
、
そ
れ
よ
り
上
流
は
水
が
な
い

が
、
増
水
期
に
は
寂
家
橋
附
近
で
四
l
五

m
、
正
定
府
附
近
で
も
一

m
o
洪
水
時
に
は
十
五

m
に
達
す
る
。
(
『
支
那
省
別
全
誌
』
第
十
八

巻
、
直
隷
省
、
秋
草
動
『
北
支
の
河
川
」
常
磐
書
房
、
一
九
四
三
、

参
照
)
ま
た
、
『
順
直
河
這
改
善
建
義
案
』
(
京
大
人
文
研
寂
)
は
、

「
子
牙
河
の
上
流
の
重
要
な
支
流
は
一
つ
は
津
花
河
、
一
つ
は
溢
陽

河
で
あ
る
。
涛
花
河
は
京
漢
路
の
上
に
あ
り
、
流
域
面
積
は
受
水
の

地
域
は
二
高
四
千
平
方
キ
ロ
で
あ
り
、
溢
陽
河
は
大
部
分
小
河
か
ら

成
り
、
そ
の
受
水
地
域
(
流
域
面
積
)
は
九
千
六
百
平
方
キ
ロ
で
あ

る
。
雨
河
は
毎
年
盛
様
の
時
、
文
安
窪
と
寧
耳
目
泊
が
そ
の
停
蓄
の
地

で
あ
り
、
そ
の
唯
一
の
去
路
は
、
一
子
牙
河
に
侍
む
も
の
で
、
此
の

河
の
能
容
水
量
は
毎
秒
四

O
O立
方
メ
ー
ト
ル
に
過
ぎ
ず
、
故
に
上

流
の
被
掩
の
地
は
急
に
は
洞
復
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
o
」
と
す
る
。

(
8
)

註
(
3
)
前
掲
、
森
岡
A
論
文
、
森
出

B
論
文
、
田
口
論
文
、
註

(
1
)
前
掲
拙
稿
、
参
照
。
ち
な
み
に
、
下
牙
河
流
域
で
は
、
一
七
三

六
年
か
ら
一
九
一
今
年
ま
で
の
会
五
八
年
間
の
う
ち
、
約
六
割
に
あ

(
6
)
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た
る
九
四
年
分
の
洪
水
記
録
が
棺
案
史
料
に
よ
り
抽
出
さ
れ
て
い
る
。

(
水
利
水
電
科
挙
研
究
院
水
利
史
研
究
室
編
『
清
代
海
河
灘
河
洪
務

格
案
史
料
』
中
華
書
局
、
一
九
八
二

(
9
)

中
園
第
一
歴
史
槍
案
館
所
裁
『
殊
批
奏
摺
』
(
以
下
車
に
『
株
批

奏
摺
』
と
す
る
)
水
利
類
河
工
七
箱
、
乾
隆
四
年
八
月
十
八
日
、
直

隷
河
這
総
督
顧
諒
奏
摺
。

(
日
)
『
畿
輔
水
利
回
案
』
初
案
、
薬
正
三
年
十
二
月
、
恰
親
王
位
寸
舎
奏
。

(
日
)
『
衡
水
牒
志
』
巻
十
二
、
妻
文
、
陶
淑
「
涛
溢
曾
流
考
」

(
ロ
)
註
(
1
)
前
掲
拙
稿
の
、
孫
嘉
詮
に
よ
る
永
定
河
治
水
に
お
け
る

「
不
治
而
治
之
」
策
を
参
照
。

(
日
)
『
株
批
奏
摺
』
水
利
類
、
河
工
、
三
十
八
箱
、
乾
隆
三
十
今
年
十
一

月
初
十
日
、
直
隷
総
督
方
観
承
奏
摺
。

(
U
)
『
株
批
奏
摺
』
水
利
類
河
工
、
四
十
二
箱
、
乾
隆
三
十
四
年
七
月

二
十
H
、
高
誠
奏
摺
。

(
日
)
大
島
譲
次
『
天
津
棉
花
と
集
散
事
情
』
一
九
三

O
、
等
参
照
。

(
日
)
『
世
宗
(
貫
録
』
虫
色
四
十
一
、
嘉
正
四
年
二
月
甲
戊
o

(

「
畿
輔
水
利

図
案
』
初
案
、
潅
正
四
年
二
月
初
六
日
)
潅
正
十
一
年
に
そ
れ
ぞ
れ

府
・
直
隷
州
を
管
轄
す
る
巡
這
に
復
し
た
が
、
以
後
も
河
務
を
粂
管

し
た
。

(
口
)
『
畿
輔
安
澗
志
』
巻
四
、
淳
沌
河
、
官
司
。

(
叩
出
)
察
新
「
畿
南
河
渠
通
論
」
(
光
緒
『
畿
輔
通
志
』
を
八
十
三
河
渠

略
、
所
収
)

C

(
印
)
州
際
属
官
の
管
轄
の
(
貫
勢
に
つ
い
て
は
「
紳
緒
全
書
』
等
参
照
。

永
定
河
の
河
川
管
理
際
制
に
つ
い
て
は
註
(
1
)
前
掲
拙
稿
参
照
。

(
初
)
『
清
史
列
惇
』
巻
十
六
、
顧
孫
。

(
円
以
)
「
株
批
奏
摺
』
水
利
類
河
工
二
箱
、
乾
隆
二
年
八
月
二
十
五
日
、

協
塀
吏
部
向
宝
田
署
直
隷
河
這
線
督
顧
琢
奏
摺
。
淀
地
に
お
け
る
漁
業

に
つ
い
て
は
、
他
に
い
く
つ
か
の
史
料
で
確
認
で
き
る
。
例
え
ば
、

『
乾
隆
朝
ト
ぃ
論
槍
』
第
五
冊
、
乾
隆
三
十
二
年
三
月
初
五
日
、
上
論
、

等
参
照
。

(
辺
)
「
畿
輔
水
利
回
案
』
一
二
案
。

(
お
)
「
宮
中
槍
乾
隆
朝
奏
摺
」
第
二

O
輯
、
六
二
九
頁
、
乾
隆
二
十
九

年
二
月
二
十
三
日
、
直
隷
総
督
方
観
承
奏
摺
。
な
お
『
直
隷
河
道
事

宜
』
(
撰
者
未
詳
、
北
京
大
挙
園
書
館
蔵
、
道
光
以
降
刊
、
稿
本
)

「
淀
河
」
に
は
、
船
を
も
っ
て
業
と
な
す
淀
民
の
雇
用
を
前
提
に
、

宝
船
の
大
き
さ
は
長
さ
一
丈
二
尺
の
三
人
乗
り
、
一
日
に
泥
土
三
方

を
波
深
可
能
で
あ
る
と
試
算
す
る
記
述
が
あ
る
。

(μ)
中
園
第
一
一
歴
史
棺
案
館
蔵
『
工
科
題
本
』
水
利
工
程
、
編
競
四
六

。
、
乾
隆
元
年
七
月
二
十
一
日
且
議
政
大
臣
武
英
殿
大
串
士
粂
吏
部
尚

書
粂
管
工
部
向
書
事
務
遁
柱
等
題
本
。

(
お
)
「
殊
批
奏
摺
』
水
利
類
、
第
一
一
一

O
箱
、
水
利
類
水
文
災
情
、
乾

隆
六
年
十
二
月
十
三
日
、
直
隷
総
督
高
斌
奏
摺
。
谷
井
陽
子
「
戸
部

と
戸
部
則
例
」
『
史
林
』
七
三
六
、
一
九
九

O
、
は
、
六
部
(
と

り
わ
け
戸
部
)
の
部
駁
と
い
う
地
方
街
門
に
釘
す
る
監
督
機
能
に
つ

い
て
分
析
し
て
い
る
。

(
M
m
)

財
源
は
様
々
な
項
目
か
ら
な
る
が
、
代
表
例
を
刷
挙
げ
れ
ば
、
管
運

生
息
銀
で
あ
る
。
乾
隆
二
十
七
年
正
定
府
城
西
南
偶
の
護
城
土
院
の

補
修
費
用
一
七

O
雨
八
銭
の
財
源
は
搾
花
河
原
設
の
管
出
工
本
生
息

銀
と
さ
れ
た
。
(
「
株
批
奏
摺
』
水
利
類
河
工
、
三
十
四
箱
、
乾
隆
二

十
七
年
年
五
月
二
十
九
日
、
直
隷
総
督
方
観
承
奏
摺
)
o

乾
隆
十
七
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年
の
津
花
河
歳
修
停
止
以
前
、
こ
の
清
河
這
庫
の
替
用
工
本
銀
は
正

定
府
各
州
牒
の
行
鞭
商
人
に
設
さ
れ
、
月
一
分
の
利
息
を
歳
修
の
費

用
に
あ
て
て
い
た
。
(
『
株
批
奏
摺
』
水
利
類
河
工
、
二
十
六
箱
、
乾

隆
十
七
年
十
二
月
初
八
円
、
士
同
隷
総
督
方
観
承
奏
摺
)
。

(
幻
)
中
岡
第
一
一
燃
史
棺
案
館
寂
「
工
科
題
本
』
水
利
工
程
、
編
競
四
五

八
、
乾
隆
元
年
六
月
十
二
日
、
議
政
大
臣
武
英
殿
大
島
ナ
士
粂
吏
部
向

量
一
目
粂
管
工
部
尚
書
事
務
遇
柱
等
題
本
。

(
お
)
『
珠
批
奏
摺
』
水
利
類
河
工
、
四
十
九
箱
、
乾
隆
三
十
七
年
二
月

初
十
円
、
委
日
修
奏
摺
に
よ
り
提
議
さ
れ
、
害
一
日
の
上
識
で
裁
可
。

(
『
高
宗
賓
録
」
巻
九

O
二
、
乾
隆
三
十
七
年
二
月
丙
子
。
こ
の
日

乾
隆
帝
は
大
新
駐
行
宮
に
駐
揮
)

(
却
)
こ
こ
で
支
給
さ
れ
る
票
に
つ
い
て
は
、
清
末
民
初
の
も
の
で
あ
る

が
、
東
大
東
文
研
所
裁
『
、
水
定
河
河
工
銭
聯
百
万
』
が
そ
れ
に
近
い
も

の
と
し
て
想
定
さ
れ
る
。

(
日
山
)
朱
玲
玲
「
明
清
時
期
淳
沈
河
的
媛
、
遺
」
『
中
園
歴
史
地
理
論
叢
」

線
一

O
輯
、
一
九
八
九
。

(
出
)
民
岡
『
主
円
豚
志
」
巻
之
四
、
奥
地
志
、
古
蹟
篇
、
「
子
牙
河
故

道
」
に
詳
細
な
考
設
が
あ
る
。

(
ロ
)
註
(
初
)
前
掲
、
朱
玲
玲
論
文
、
一
一
一
一
頁
。

(
お
)
光
緒
『
大
城
牒
志
』
巻
一
、
輿
地
。

(
斜
)
光
緒
『
順
天
府
志
』
河
渠
志
十
一
、
河
工
七
。

(
お
)
『
康
照
起
居
注
』
康
照
三
十
九
年
二
月
辛
未
。

(
お
)
『
聖
租
賓
録
』
巻
一
九
七
、
康
照
三
十
九
年
二
月
壬
申
。

(
釘
)
向
上
。

(
お
)
註
(
刊
日
)
前
掲
の
察
新
「
畿
南
河
渠
通
論
」
、
民
凶
「
主
円
牒
志
』
巻

之
四
、
輿
地
志
、
古
蹟
篇
。
光
緒
『
大
城
牒
志
』
巻
十
二
、
義
文
志
、

奏
琉
、
李
先
地
「
報
河
工
{
一
五
竣
琉
」

0

(
却
)
註
(
1
)
前
掲
拙
稿
参
照
。

(ω)
「
聖
組
(
貫
録
』
巻
一
九
五
、
康
照
三
十
八
年
九
月
戊
申
。

(
引
)
木
下
銭
矢
「
清
朝
考
誼
随
一
下
と
そ
の
時
代
』
(
創
文
祉
、
会
九
九

六
)
ム
五
四
百
(
、
参
照
。

(
必
)
註
(
国
)
前
掲
、
察
新
「
畿
南
河
渠
通
論
」

0

(
必
)
註
(
2
)
前
掲
拙
稿
、
註
(
3
)
前
掲
森
田
A
論
文
、
参
照
。

(
叫
)
「
畿
輔
水
利
図
案
』
初
案
、
潅
正
三
年
十
二
月
、
恰
親
王
等
舎
奏
。

(
必
)
「
培
遠
堂
偶
存
稿
』
文
徽
虫
色
五
、
「
子
牙
河
修
防
事
宜
」
o

陳
弘
謀

が
乾
隆
三
年
l
五
年
に
天
津
河
這
の
職
に
あ
っ
た
と
き
の
も
の
。

(
必
)
「
畿
輔
河
防
備
考
』
河
這
、
子
牙
河
。

(
U
)

「
畿
輔
水
利
回
案
』
初
案
。

(
必
)
『
畿
輔
水
利
四
案
』
二
案
。

(
羽
)
向
上
。

(
叩
)
註
(
9
)
前
掲
、
顧
涼
奏
摺
。
閤
・
留
二
荘
か
ら
支
河
を
作
る
構
想

は
、
註
(
釘
)
前
掲
、
陳
弘
謀
「
子
牙
河
修
防
事
宜
」
に
逮
べ
ら
れ
て

い
る
。
構
想
の
後
案
は
陳
弘
謀
に
よ
る
可
能
性
が
高
い
。

(
日
)
註
(
1
)
前
掲
拙
稿
参
照
。

(
臼
)
「
高
宗
(
貫
録
』
巻
一
八
一
、
乾
隆
七
年
十
二
月
。

(
日
)
拙
稿
「
方
観
承
と
そ
の
時
代
|
|
乾
隆
期
に
お
け
る
一
知
識
人
官

僚
の
生
、
評
|
|
」
『
東
洋
文
化
研
究
』
七
焼
、
二

O
O
五。

(
日
)
「
宮
中
槍
乾
隆
朝
奏
摺
」
第
四
輯
、
八
一
四
一
良
、
乾
隆
十
八
年
三

月
十
六
日
、
直
隷
総
督
方
観
承
奏
摺
。

(
日
)
「
宮
中
槍
乾
隆
朝
奏
摺
」
第
七
輯
、
四
二
二
頁
、
乾
隆
十
九
年
正
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月
二
十
一
日
、
直
隷
総
督
方
観
承
奏
摺
。

(
日
)
『
珠
批
奏
摺
』
水
利
類
河
工
、
二
十
三
箱
、
乾
隆
二
十
四
年
八
月

二
十
五
日
、
直
隷
総
督
方
観
承
奏
摺
。

(
幻
)
『
珠
批
奏
摺
』
水
利
類
河
工
、
二
十
四
箱
、
乾
隆
二
十
四
年
九
月

二
十
四
日
、
直
隷
線
督
方
観
承
奏
摺
。
な
お
、
乾
隆
三
十
四
年
に
至

り
、
再
度
束
鹿
懸
の
北
を
通
り
、
深
州
を
経
由
し
て
衡
水
牒
焦
旺
口

に
お
い
て
澄
陽
河
と
合
流
す
る
乾
隆
二
十
四
年
以
前
の
奮
道
に
河
這

が
移
動
す
る
。
(
『
株
批
奏
摺
』
水
利
類
、
河
工
、
四
十
一
箱
、
乾
隆
三

十
四
年
四
月
十
八

H
、
直
隷
線
督
楊
廷
埠
奏
摺
)

(
関
)
『
株
批
奏
摺
』
水
利
類
、
河
工
二
十
八
箱
、
乾
隆
二
十
五
年
四
月
初

三
日
、
直
隷
総
督
方
観
承
奏
摺
。

(
ぬ
)
『
畿
輔
、
河
這
備
考
』
各
四
子
牙
河
、
修
治
。

(ω)
『
株
批
奏
摺
』
水
利
類
河
工
二
十
三
箱
、
乾
隆
二
十
四
年
七
月
初

十
日
、
直
隷
総
督
方
観
承
奏
摺
。

(
日
)
『
畿
輔
水
利
回
案
』
四
案
。

(
臼
)
『
宮
中
槍
乾
隆
朝
奏
摺
』
第
十
六
輯
、
六
九
O
頁
、
乾
隆
二
十
八

年
一
止
月
二
十
六
日
、
直
隷
総
督
方
観
承
奏
摺
。

(
臼
)
『
宮
中
檎
乾
隆
朝
奏
摺
』
第
二
十
輯
、
四
三
七
頁
、
乾
隆
二
十
九

年
一
止
月
三
十
日
、
直
隷
線
督
方
観
承
奏
摺
。

(
倒
)
『
宮
中
棺
乾
隆
朝
奏
摺
』
第
二
十
輯
、
七

O
五
頁
、
乾
隆
二
十
九

年
三
月
初
二
日
、
直
隷
総
督
方
観
承
奏
摺
。

(
町
山
)
『
乾
隆
朝
上
詠
槍
』
乾
隆
三
十
二
年
三
月
初
一
円
。
千
里
長
院
に

つ
い
て
は
、
註
(
3
)
前
掲
森
田
B
論
文
参
照
。
灘
里
お
よ
び
格
淀
院

の
名
は
、
同
論
文
一

O
七
頁
の
地
園
参
照
。

(
侃
)
『
株
批
奏
摺
』
水
利
類
河
工
、
四
十
箱
、
乾
隆
三
十
二
年
四
月
十

四
日
、
直
隷
総
督
方
観
承
奏
摺
。

(
m
w
)

「
珠
批
奏
摺
』
水
利
類
河
工
、
三
十
九
箱
、
乾
隆
三
十
二
年
三
月

十
八
日
、
直
隷
総
督
方
観
承
奏
摺
。

(
m
m
)

た
と
え
ば
、
乾
隆
五
年
、
直
隷
総
督
孫
嘉
詮
の
、
水
定
河
故
道
策
が

失
敗
で
あ
る
の
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
こ
ろ
、
直
隷
河
道
徳
督
顧

涼
は
、
「
孫
嘉
詮
が
勘
河
の
議
論
を
定
め
る
に
あ
た
り
、
:
:
:
臣
と

意
見
が
合
わ
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
臣
の
合
稿
を
待
た
ず
、
列
街

し
て
具
奏
し
た
」
と
孫
嘉
詮
の
濁
断
を
非
難
し
責
任
轄
嫁
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
も
っ
と
も
乾
隆
帝
は
「
汝
に
は
全
く
定
見
が
無
く
、
賓

に一
ω

無
用
の
物
で
あ
る
」
と
看
破
し
て
い
る
。
『
高
宗
(
貫
録
』
巻
一

三
三
、
乾
隆
五
年
十
二
月
。

(ω)
た
だ
し
後
遺
の
よ
う
に
、
個
々
の
直
隷
総
督
と
の
政
治
的
力
関
係

に
お
い
て
、
天
津
の
長
重
盤
政
が
直
隷
省
行
政
の
ア
ク
タ
ー
と
し
て

浮
上
し
て
く
る
ケ
l
ス
が
あ
る
。

(
刊
)
こ
の
時
期
の
枇
合
同
思
想
の
基
盤
と
し
て
想
定
さ
れ
る
儒
数
的
政
治

思
想
で
あ
る
。
村
田
雄
二
郎
「
王
朝
・
図
『
家
・
枇
曾
」
『
枇
舎
と
凶

家
』
東
大
出
版
舎
、
一
九
九
四
、
六
五
頁
、
参
照
。

(
九
)
「
株
批
奏
摺
』
水
利
類
河
工
、
四
十
二
箱
、
乾
隆
三
十
四
年
七
月

二
十
日
、
高
誠
奏
摺
。

(η)

『
乾
隆
朝
上
論
槍
』
、
乾
隆
三
十
四
年
七
月
二
十
日
、
上
議
。

(
ロ
)
「
株
批
奏
摺
』
水
利
類
、
河
工
、
四
十
二
箱
、
乾
隆
一
二
十
四
年
七
月

二
十
三
日
、
直
隷
総
督
楊
廷
埠
奏
摺
。

(
九
)
李
湖
は
知
豚
ク
ラ
ス
の
時
に
「
用
人
に
明
る
い
」
方
観
承
に
見
い

だ
さ
れ
、
の
ち
に
累
進
し
て
湖
南
等
の
巡
撫
に
至
っ
た
。
註
(
日
)
前

掲
拙
稿
、
八
二
頁
。
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(
お
)
『
株
批
奏
摺
』
水
利
類
、
河
工
、
四
十
二
箱
、
乾
隆
三
十
四
年
八
月

初
一
日
、
直
隷
総
督
楊
廷
聾
奏
摺
。

(
同
)
『
株
批
奏
摺
』
水
利
類
、
河
工
、
四
十
二
箱
、
乾
隆
三
十
四
年
八
月

初
六

H
、
直
隷
線
督
楊
廷
埠
奏
摺
。

(π)
『
株
批
奏
摺
』
水
利
類
、
河
工
、
四
十
二
箱
、
乾
隆
三
十
四
年
九
月

初
九
日
、
高
誠
奏
摺
。

(
沌
)
註
(
2
)
前
掲
拙
稿
、
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
明
末
や

清
代
遁
光
期
以
降
に
お
い
て
は
、
華
北
自
給
論
の
名
の
ド
に
華
北
の

再
開
設
や
水
利
事
業
の
政
策
提
案
が
な
さ
れ
た
が
、
そ
の
目
指
す
と

こ
ろ
は
南
北
の
経
済
循
環
が
機
能
し
な
い
た
め
に
生
じ
た
江
南
の
過

剰
な
負
携
の
軽
減
で
あ
り
、
多
く
は
江
南
出
身
官
僚
か
ら
提
議
さ
れ

た。

(
内
)
さ
ら
に
賓
例
を
奉
げ
れ
ば
、
乾
隆
二
十
七
年
六
月
方
観
承
は
天
津

一
帯
の
水
害
封
策
と
し
て
、
漕
運
船
の
徐
米
を
沿
迭
で
責
る
こ
と
を

提
案
し
、
裁
可
さ
れ
た
。
『
株
批
奏
摺
』
水
利
類
河
工
、
三
十
四
箱
、

乾
隆
二
十
七
年
六
月
二
十
二
日
、
直
隷
総
督
方
観
承
奏
摺
。
な
お
森

正
夫
氏
は
、
清
代
の
郷
紳
の
存
在
様
態
の
背
後
に
あ
る
、
莫
大
な
一
耽

曾
資
本
の
投
下
と
い
う
清
朝
の
政
策
基
調
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
本

稿
で
明
ら
か
に
し
た
こ
と
と
照
廃
し
て
い
る
。
森
正
夫
「
明
代
の
郷

紳
|
|
士
大
夫
と
地
域
祉
舎
と
の
闘
連
に
つ
い
て
の
覚
書
|
|
」

(
『
森
正
夫
明
清
史
論
集
』
第
三
巻
、
汲
古
書
院
、
二

O
O
六
、
所

牧)。

(
剖
)
康
問
…
前
中
十
ま
で
の
い
わ
ゆ
る
「
康
照
不
況
」
か
ら
の
脱
却
は
、
永

定
河
治
水
や
子
牙
河
治
水
等
の
清
朝
に
よ
る
「
公
共
事
業
」
の
展
開

に
よ
る
貨
幣
投
卜
と
連
動
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
岸
本
美
緒

『
清
代
中
園
の
物
債
と
経
済
愛
動
』
第
七
章
「
康
照
年
間
の
穀
賎
に

つ
い
て
」
(
研
文
出
版
、
一
九
九
七
)
参
照
。

(
剖
)
方
観
承
に
よ
る
乾
隆
十
八
年
施
行
の
「
畿
輔
義
倉
」
は
民
間
に
よ

る
白
治
的
な
維
持
管
理
を
前
提
と
し
て
い
た
が
、
乾
隆
三
十
年
代
に

は
ほ
ぼ
そ
の
機
能
は
停
止
し
て
い
た
。
註
(
日
)
拙
稿
参
照
。

(
沼
)
小
田
則
子
「
清
朝
と
民
間
宗
教
結
枇
|
|
嘉
慶
帝
の
「
邪
教
説
」

を
中
心
と
し
て
」
『
東
方
皐
』
八
十
八
、
一
九
九
四
、
に
逮
べ
ら
れ

る
黄
育
槻
の
事
例
等
参
照
。

(
出
)
沈
聯
芳
撰
『
邦
畿
水
利
集
説
』
(
嘉
慶
八
年
間
二
月
序
刊
)
に
は
、

「
聖
租
・
世
宗
年
間
の
淀
に
あ
っ
て
は
、
深
麿
、
未
墾
の
地
が
は
な
は

だ
多
か
っ
た
。
故
に
嘗
日
の
主
河
督
新
命
や
恰
親
王
は
『
興
利
』
を

調
査
賓
行
す
る
こ
と
が
大
中
十
で
あ
っ
た
が
、
乾
隆
二
十
八
1
九
年
間
、

制
府
方
修
敏
(
方
観
承
)
の
時
は
、
『
除
害
』
と
「
興
利
』
が
参
竿

で
あ
っ
た
。
今
は
た
だ
『
除
害
』
を
求
め
る
の
み
で
あ
る
」
と
あ
る
。

光
緒
『
順
天
府
志
』
河
渠
志
十
一
、
河
工
七
、
に
は
這
光
七
年
の
紀

事
と
し
て
、
「
年
久
失
修
之
随
」
を
豚
レ
ベ
ル
で
修
築
し
て
い
る
こ

と
を
述
べ
る
。
註
(
3
)
前
掲
森
田
B
論
文
に
見
え
る
、
文
安
岡
林
旗
地

が
ら
み
の
紛
争
の
額
在
化
に
針
廃
し
た
の
は
知
豚
で
あ
っ
た
。
ま
た

註
(
4
)
前
掲
、
山
本
進
論
文
は
清
末
の
朕
、
記
下
、
直
隷
省
の
治
水
政

策
が
禰
縫
的
な
も
の
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
状
況
を
分
析

し
て
い
る
。

(
刷
出
)
乾
隆
十
五
年
の
方
観
承
の
、
水
定
河
河
這
移
動
提
案
に
闘
し
て
、
乾

隆
帝
は
数
回
木
を
一
訊
ね
た
。
方
観
承
は
そ
の
時
「
二
十
年
の
う
ち
は
無

事
保
て
る
で
し
ょ
う
」
と
答
え
た
が
、
そ
の
後
は
ど
う
か
、
と
の
乾

隆
帝
の
聞
い
に
は
答
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
「
御
製
詩
四
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集
』
巻
五
十
九
、
「
懐
奮
詩
」
o

地
域
は
異
な
る
が
、
寧
波
に
お
け
る

水
災
の
数
が
、
明
ら
か
に
減
少
し
て
い
る
の
は
、
一
七
五
一
年
か
ら

一
八
O
O年
の
問
、
つ
ま
り
乾
隆
期
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
王
朝
の

イ
ン
フ
ラ
維
持
が
救
力
を
持
っ
て
い
た
傍
詮
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
岡

元
司
「
南
宋
期
所
東
海
港
都
市
の
停
滞
と
森
林
環
境
」
『
史
向
学
研

究
』
二
二

O
、
一
九
九
八
。

(
お
)
天
津
史
に
闘
す
る
成
果
と
し
て
、
天
津
地
域
史
研
究
曾
編
『
天
津

史
』
東
方
書
出
、
一
九
九
九
、
を
奉
げ
て
お
く
。
第
一
章
に
前
、
近
代

の
天
津
の
位
置
に
つ
い
て
若
干
の
言
及
が
あ
る
。

101 



FLOOD CONTROL POLICY IN ZHILI, FOCUSING

ON FLOOD CONTROL OF THE ZIYA DURING

THE EARLY QIANLONG ERA

To Takehiko

The Ziya -f-3f?~ is one of the five major rivers of Zhili. The Ziya flows on from

the convergence of the Hutuo rJJ~t?~, which rises in Shanxi, and the Fuyang ~~~

?~ , whose source is in Guangpingfu in Zhili. The river then flows north to Tianjin,

where it enters the Gulf of Bohai.

The Ziya was an unreliable waterway due to silting, and it was characterized

by the serious damage caused by frequent flooding and overflowing of its banks.

On the other hand, the river functioned as a transport route for the saltworks of

Changlu and for rice and grains. From the Ming to the early Qing there had been

no flood control of the Ziya, but the following the 30th year of Kangxi era, the

Qing government instituted a flood control policy. The most important goals of the

policy were to find solutions for the dual problems of agricultural production and

housing and transport of materials without causing a conflict between them.

When viewing flood control of the Ziya in terms of the transformation of the

policy over the long term, the changes in policy can be organized along the follow­

ing lines. The first period is that of the formation of the system, when in the

Kangxi era the central government systematically constructed a series of dikes;

the second period is from the time of Yongcheng to the early Qianlong when the

framework for the largely bureaucratic control of the system was completed; and

the third is the early Qianlong period when the system operated smoothly for the

most part (although minor adjustments were made). Due to smooth functioning of

economic circulation between north and south that sustained the Chinese empire,

there was no question of a self-sufficient northern China as appeared at the end of

the Ming and Qing when circulation broke down. The policy proceeded instead in

a form designed to deal with the various problems that actually arose in Zhili.

Flood control of the Ziya was carried out extremely effectively during the term

(1749-1768) of Fang Guangcheng 11 II 71~ as governor-general of Zhili during the

later half of the early Qianlong period. It was operated promptly and efficiently

even in times of disaster. As a result, dikes played an effective role as social

capital in the region around the Ziya, and land suited for cultivation or housing
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increased and a growing population was successfully absorbed. In addition, flood

control of the Ziya and construction of waterworks functioned to sustain em­

ployment. What made these measures possible were the thriving economy of the

time and the direct influence of the despotic dynasty that exercised relatively

powerful influence on individual components of society, thereby creating a stable

society.

In this political process, the cooperation in the form of intimate personal re­

lations between the emperor and the governor-general of Zhili left no room for the

involvement of other political actors. The decision making process of Fang Guang­

cheng as governor-general of Zhili became vital, and it is clear that role of the

Board of Works in particular decreased in relation to others in the central decision

making process on the policy. Moreover, after Qianlong 30 one finds that the Salt

Commissioner centered at Tianjin and the profit-seeking salt traders who sup­

ported it emerged as active players in the administration of flood control. These

expansions of the power of governor-general and increase of the relative influence

of regional interest groups can be judged to be the initial stages of the division of

power and its transfer to local regions, which continued until the end of the Qing.

A CONSIDERATION OF THE MDA' DPON: A MILITARY POST

IN THE GOVERNMENT OF THE DALAI LAMA

KATAGIRI Hiromichi

It is well known that the Tibetan aristocracy operated the government of the

Dalai Lama, which lasted from the 17th century to the first half of the 20th cen­

tury. However, the Tibetan administration, including the post of mda' dpon, which

is addressed in this study, has been dealt with in general studies of the Tibetan

history, but there has been next to no basic research devoted solely to this office.

The goal of this study is to make up for deficiencies in the study of the bureaucra­

cy of the government of the Dalai Lama. As a result of the fact that I decided to

limit my focus to the post of military commander known as mda' dpon, I have

been able to clarify the following points.

The first fact, which had not been elucidated in previous studies, is that the

mda' dpon had been established shortly after the launch of the government of the

Dalai Lama. At the initial stage of the mda' dpon, the existence of only one 'or pa

can be confirmed, but with the sDe-pa Nor-bu incident, which Fifth Delai Lame
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